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3 平成 28 年 4 月号 2平成 28 年 4 月号

１子育て環境日本一のまちづくり

２健康寿命日本一のまちづくり

３安全・安心な暮らしの実現

４地域経済の活性化

　まち・ひと・しごと創生総合戦略では、次の 4つの基本目標を定め、

そのキーワードとなる 6つのK（子育て、教育、健康、暮らし、経済、

協働）を基本に据えて、地方創生に向けた取り組みを着実に進め、『み

んなあたり前に笑顔になれるまち』の実現を目指します。

●経済的な理由で結婚に踏み出せ

ない低所得者を対象に、結婚に伴

う新生活を支援する「新婚生活支

援事業」に取り組みます。

●子どもの健やかな成長を応援す

るため、産後 1か月の健診費用（現

在は全額自己負担）を無料化する

「産後健診助成」を開始します。

●「特定不妊治療助成」を拡大し、

高度不妊治療の経済的負担軽減を

図るほか、第 3子以降の子どもに

対し、生まれてから 1年間紙おむ

つ代を助成する「紙おむつプレゼ

ント事業」を継続します。

●これまで、中学生（第 3子以降

は高校）までとしていた「子ども

医療費助成」を、子どもの数にか

かわらず、入院・通院ともに高校

卒業まで拡大します。

●「保育料の第3子無料化」として、

現在、小学校就学前の 3人以上の

子どもがいる場合、第3子以降は保

育料無料としていたものを、さらに

拡充し、年収500万円以下の世帯の

場合は、上の子どもの年齢にかか

わらず第3子以降は無料とします。

●児童 • 生徒に宿題や予習・復習

などの自主学習を指導する「放課

後スクール事業」を継続・拡大し

ます。

平成28年第1回阿賀野市議会定例会 (3月）において、市

長が述べた施政方針と当初予算の概要を紹介します。

施政
方針

平成28年度平成28年度

　キーワード 1　子育て・教育

まち・ひと・しごと創生総合戦略まち・ひと・しごと創生総合戦略
～ 4つの基本目標～～ 4つの基本目標～

阿賀野市を照らし出す朝日（市役所屋上から撮影）阿賀野市を照らし出す朝日（市役所屋上から撮影）ボランティアによる放課後スクールボランティアによる放課後スクール

病児・病後児保育病児・病後児保育

特集　未来への扉を開くまちづくり



5 平成 28 年 4 月号 4平成 28 年 4 月号

キーワード 2　教育キーワード 2　教育

キーワード 3　健康キーワード 3　健康

●阿賀野市の教育を地域ナンバーワンにします。

●児童・生徒が地域に学ぶ教育活動（郷土調べ

学習、職場体験、地域貢献活動、伝統行事の継

承等）に対して、その活動を支援する「地域連

携プログラム作成活用支援事業」を創設します。

●山手小学校と赤坂小学校の児童を受け入れる

「保田小学校増築・改修等事業」に取り組みます。

●学力の向上を図るため ALT（外国語指導助手）

を 1人増員し、英語が楽しくなる学習環境を整

えて、英語力のアップを目指します。

●阿賀野市への定住を促す取り組みとして「阿

賀野市 Uターン奨学金補助制度」を創設し、奨

学金返済の一部を支援します。

●「学校情報セキュリティー確保事業」により、

学校の情報管理の徹底を図ります。

●学力と体力のさらなる向上を図る「学習指導

改善支援事業」に取り組みます。

●「中学校各種大会参加費助成事業」を拡充し、

県大会以上の旅費等を全額補助します。

●がん検診・特定健診の受診率の向上と併せて、

子どもから高齢者まで一貫した生活習慣病対策を

進めます。

●健康寿命を意識して日常的に運動する市民が増

えるよう、けんこつ体操やラジオ体操など、いつ

でもどこでもできる体操を、地域や学校、市内事

業所で普及・啓発を図ります。

●高齢者の体力向上や健康増進、生きがい対策を

さらに推し進めるため、高齢者の体育施設の使用

料を全額免除します。

●新たな生活支援サービスの提供体制の整備に向

け、「生活支援コーディネーター」の配置と「生

活支援協議体」を組織し、高齢者ニーズの把握や

担い手の発掘・養成を行い、生活支援サービスを

提供する仕組みをつくります。

●市独自で作成した「認知症相談支援ガイドブッ

ク」を全世帯に配布します。また、地域包括支援

センターに認知症施策や事業の企画調整等を行う

「認知症地域支援推進員」を配置します。

●障がい者の自立と社会参加を促し、支援相談、

支援事業を充実させ、就労支援や社会生活を支え

る移動支援を強化します。また、援助を必要とす

る人が携帯し、いざというときに必要な支援や配

慮を周囲の人にお願いする「ヘルプカード」を普

及させ、心のバリアフリーを推進します。

キーワード 4　暮らしキーワード 4　暮らし

キーワード 5　経済キーワード 5　経済

キーワード 6　協働キーワード 6　協働
●自治会で行う側溝清掃を支援する「道路側溝清

掃自治会支援事業」を拡大します。

●市民活動やボランティア活動など、市民協働の

拠点となる「安田地区複合施設整備事業」に取り

組みます。

●市民が必要とするときに、必要な医療が受けら

れるよう地域医療体制の充実を図ります。

●開業医とあがの市民病院との連携強化や機能分

担を明確にしながら、体制が整った段階で「救急

指定告示」を復活します。

●隣近所が助け合う「自主防災組織」の組織率を

高めながら、地域防災リーダーを積極的に育成し

ます。

●高齢者などを狙った特殊詐欺などによる被害を

未然に防ぐため、通話録音装置を貸与するモニ

ター事業に取り組みます。

●子育て世代や多世代の定住化を促進する「虹

の架け橋住宅取得支援事業」を継続し、「住宅リ

フォーム補助事業」を拡大します。

●地域特性に応じた公共交通網を整備するため

「地域公共交通網形成計画」を策定します。

●「市民交流農園ハウス・新規就農者支援ハウス

整備事業」に取り組み、ここを起点として、市内

全域への施設園芸の普及や新規就農者の支援、交

流人口と雇用の増加を図ります。

●「がんばる農家応援・園芸産地強化支援事業」

に取り組み、生産性が上がるよう園芸作物導入に

よる複合営農を支援します。

● 6 次産業化を推進するため、勉強会の開催と県

のプランナー支援により、取り組みやすい環境を

整えます。

●生産性の高度化、効率化が図られる「圃
ほじょう

場整備

事業」に取り組みます。

●市民から要望の多い「プレミアム商品券」の発

行支援を行います。また、阿賀野市産業振興フェ

アの開催を支援する「創業・事業展開支援事業」

に取り組みます。

●地域ブランド「安田瓦」の販売促進のため、「安

田瓦普及助成事業」を継続して取り組みます。

●地域資源を生かした観光の活性化や交流・定住

人口の拡大を図るため、「五頭自然郷ヘルス＆ア

グリツーリズム事業」に取り組みます。

●瓢湖周辺において、周回できる園路の舗装や駐

車場の整備、築山改修に取り組みます。また、市

民や親子が集う憩いの場として、天朝山の園路造

成、舗装、遊具設置などを行う「天朝山公園再生

整備事業」に取り組みます。

特集　未来への扉を開くまちづくり

■この記事に関する問い合わせは、市長政策課 企画経営係へ　☎ 62-2510（内線 2220） ラジオ体操に参加する市民ラジオ体操に参加する市民
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(前年度比 △ 3.6％）

201201億4,0004,000万円
一般会計 当初予算

◆収入

家庭 市 金額（円）

給与

基本給 市税、地方交付税 197,100

諸手当
地方譲与税・交付

金、国県支出金
90,900

パート収入ほか

分担金・負担金、

使用料・手数料

など

13,600

預貯金利息 財産収入 600

預貯金の取り崩し 繰入金 6,700

前年の残金 繰越金 3,300

銀行からの借り入れ 市債 21,100

合計 333,300

◆支出

家庭 市 金額（円）

食費 人件費 59,700

医療費、教育費 扶助費 60,000

光熱水費、消耗品費 物件費 45,900

車の修理費など 維持補修費 3,300

家の改修、車の購

入費など
普通建設事業費 39,500

自治会費、サーク

ル活動費など
補助費等 25,600

子どもへの仕送り 繰出金 48,700

預貯金の積み立て、

株式購入

積立金・投資及

び出資金等
6,800

借り入れの返済 公債費 43,800

合計 333,300

市の予算を 1か月分の家計簿にしてみると…市の予算を 1か月分の家計簿にしてみると…
　市の一般会計予算を年収 400 万円の家庭に置

き換えて、家計簿を作ってみました。

　景気は、一部で好転の兆しもありますが、給

与は前年度並みです。しかし、子どもへの仕送

り（病院建設のため病院事業へ）が減ったこと

から、銀行からの借り入れや預貯金の取り崩し

が少なくなり、無理のない家計運営となってい

ます。事業会計・特別会計事業会計・特別会計
　特定の事業を行う場合や、特定の収入を特定の支出に充て、一般

会計とは区別して経理する必要がある場合に設置する会計です。

◆特別会計◆

①国民健康保険特別会計 49億 6,188万円

②介護保険特別会計 49億 5,494万円

③公共下水道事業特別会計 30億 5,412万円

④後期高齢者医療特別会計 7億 9,231万円

⑤集落排水事業特別会計 2億 8,739千円

⑥少年自然の家特別会計 4,592万円

⑦工業団地造成事業特別会計 4,352万円

⑧押切外四ヶ大字財産区特別会計 502万円

◆事業会計◆

①水道事業会計

　安全な水道水を確保・供給するための会計です。

収益的収入：13億2,384 万円　支出：12億7,138万円

資本的収入：02億2,718 万円　支出：07億5,897万円

②病院事業会計

　あがの市民病院を運営するための会計です。

収益的収入：05億3,060 万円　支出：9億4,204 万円

資本的収入：01億   333 万円　支出：1億6,901 万円

歳出

民生費
61億3,852 万円（30.5%）
「高齢者や障がい者、
児童の福祉に」

教育費
21億9,272 万円（10.9%）
「学校や図書館、公民
館などに」 土木費

25億2,533 万円（12.5%）
「道路や河川、公園の
整備に」

衛生費
16 億7,350 万円（8.3%）
「ごみ処理や医療、病
気予防に」

公債費
25億6,691 万円（12.7%）
「借入金の返済に」

総務費
18 億407 万円（9.0%）
「自治会や市営バスな
どに」

農林水産業費
11億8,512 万円（5.9%）
「農業や畜産の振興に」

商工費
9億648 万円（4.5%）

「商工業や観光、産業
振興に」消防費

9億3,424 万円（4.6%）
「消防や救急活動に」

議会費
1億6,251 万円（0.8%）
「議会の運営に」

労働費・その他
5,060万円（0.3%）

歳入

地方交付税
76億3,000 万円
（37.9%）

市債
12 億7,540 万円
（6.3%）

繰入金
4億689 万円
（2.0%）

国県支出金
43 億6,611 万円
（21.7%）

市税
42億7,638 万円
（21.2%）

地方譲与税・交付金
11億2,390 万円
（5.6%）

負担金・繰越金など
5億4,713 万円
（2.7%）

諸収入
5億1,419 万円
（2.6%）

事業会計

特別会計

■この記事に関する問い合わせは、財政課 財政係へ　☎ 62-2510（内線 2271）

特集　未来への扉を開くまちづくり
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忘忘れずにれずに届け出届け出をを行いましょう！行いましょう！

■トピックス■トピックス

 春の火災予防運動が始まります〔4月 1日（金）～ 7日（木）〕

火災を未然に防ぐ‼

■この記事に関する問い合わせは、消防本部 予防課へ　☎ 62-2058

プラグを抜くときはコードを引っ張らない

住宅用火災警報器は設置されていますか？

住宅用火災警報器は、火災により発生する煙を感知し、音や音声

により警報を発して火災の発生を知らせてくれる機器です。古

くなると寿命や電池切れなどで火災を感知しなくなることがあ

りますので、10年を目安に交換することをお勧めします。

　過去 5年間の火災原因の第 1位は、電気配線・

電気装置によるものです。火災は日常のちょっと

した気遣いで未然に防ぐことができます。電気配

線・電気装置は注意して使用することはもちろん、

火災を起こさないように日頃から意識するように

しましょう。

　火災を未然に防ぐために、次のことにも注意し

ましょう。

・・ 寝たばこやたばこの吸い殻の再燃による火災が

起きないように、後始末をしっかりと行う。

・・ 暖房機器の取り扱いに注意する。

・・ 放火対策として、建物の周囲には燃えやすいも

のを放置しない。

住宅用火災警報器を設置しましょう

※火災予防運動期間中、午前 7時と午後 8時にサイレンを鳴らします。

タコ足配線をしない コードの上に重いものを乗せない

コードを束ねて使わない

【全国統一標語】無防備な 心に火災が かくれんぼ

他にもこんなことに注意

電気配線・電気装置の注意点
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石
動
神
社
祭
礼
の
仁

和
加
巡
行
に
は
、
子
ど
も
の

み
な
ら
ず
大
人
た
ち
も
参
加

し
、
大
盛
況
で
し
た
。

　

ま
た
、
垂
れ
幕
・
引
き
幕

に
つ
い
て
は
、
毎
年
恒
例
の
、

駒
林
・
五
郎
巻
地
区
伝
統
芸

能
発
表
会
で
初
披
露
し
、
会

場
の
背
景
の
素
晴
ら
し
さ
に

発
表
者
、
来
場
者
か
ら
大
い

に
喜
ん
で
も
ら
い
、
融
和
と

親
睦
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

整
備
し
た
備
品
を
末
永
く

活
用
し
て
未
来
の
子
ど
も
た

ち
へ
伝
承
し
、
地
域
の
活
性

化
と
一
層
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

強
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

駒
林
3
自
治
会 

上
若
座
座
長

　
　
　
　
　
　

 

藤
田
多
加
根

※ 住所異動のある人で、国民健康保険証・後期高

齢者医療保険証・介護保険証・マイナンバーカー

ド（個人番号カード）または通知カード・住民

基本台帳カードを持っている人は、持参してく

ださい。

※本人または同一世帯の人以外の人が手続きをす

るときは、届出人の本人確認書類のほかに委任

状が必要となります。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
でで
地
域
地
域
をを

活
性
化
！

活
性
化
！

忘忘れずにれずに届け出届け出をを行いましょう！行いましょう！

住所等を異動したときは

　住民票（住民基本台帳）は、住所や転入・転出状況、

家族構成などを記録・証明するものです。選挙人

名簿、就学、国民健康保険、国民年金、介護保険

などの行政サービスの基本となります。

　住所等を異動したときは、忘れずに届け出をし

てください。

主な届出の種類 いつまでに 必要なもの

転入届 市内に住所を移したとき
転入した日から

14 日以内

●転出証明書●印鑑●届出人の本人確認書類●家

の権利書または確認申請書

転出届 市外に住所を移すとき 転出する日までに
●印鑑●届出人の本人確認書類●印鑑登録証（登

録している人のみ）

転居届 市内で住所が変わったとき
転居した日から

14 日以内

●印鑑●届出人の本人確認書類●家の権利書また

は確認申請書

※ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
と

は
、
一
般
財
団
法
人
自
治
総
合

セ
ン
タ
ー
が
行
う
宝
く
じ
の
社

会
貢
献
広
報
事
業
で
す
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
備
品
の
整
備

等
に
助
成
を
行
い
、
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
強
化
を
図

る
こ
と
で
、
地
域
社
会
の
健
全

な
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

 

市
民
協
働
推
進
課 

市
民
協
働

推
進
係　

☎
62
‐
２
５
１
０

（
内
線
２
２
８
１
）

駒林 3自治会の人たちと整備した仁和加駒林 3自治会の人たちと整備した仁和加

■問い合わせ＝市民生活課 市民係

　☎ 62‐2510（内線 2101）

新しい垂れ幕を背景に行われた伝統芸能発表会新しい垂れ幕を背景に行われた伝統芸能発表会
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【係名等】

議会係

秘書係、企画経営係

庶務係、人事係、電算係

地域安全係

市民協働推進係、広報広聴係

財政係

財産管理係、入札契約係

市民税係、資産税係、収税係

市民係、相談係、環境係

環境センター

母子係、成人係、健康づくり係

国保年金係、後期高齢係

元気長生き支援係

地域医療推進係、病院事業管理係

病院建設係

福祉企画係、児童福祉係、児童相談係、

援護係、障害福祉係

相談支援係

介護保険係、高齢福祉係

地域包括第一係

地域包括第二係

【室名等】

課長 中野孝英、参事 　部一雄

危 機 管 理 室

安 田 支 所

京 ヶ 瀬 支 所

笹 神 支 所

元気長生き支援室

病 院 建 設 室

障がい者基幹相談支援センター

地域包括支援センター阿賀野

地域包括支援センター笹神

局長 加藤勝則

課長 小林正男

参事 長川繁晴

（危機管理監）

課長 遠藤孝栄

課長 羽賀　存

課長 西村和幸

課長 遠藤　勝

課長 関川嗣雄

課長 横山　修

課長 米山和朗

課長 小菅章義

（福祉事務所長）

課長 本間健司

【課・局名等】

議 会 事 務 局

市 長 政 策 課

総 務 課

市民協働推進課

財 政 課

管 財 課

税 務 課

市 民 生 活 課

健 康 推 進 課

地域医療推進課

社 会 福 祉 課

高 齢 福 祉 課

【部名】

次ページへ続く

◆

総

務

部

部
長　

圓
山　

知

民

生

部

部
長　

井
上
秀
子

市 議 会

☆

副

市

長

★

市

長

田
中
清
善

【係名等】

社会教育係、図書館係、文化行政係、管

理係、市民スポーツ係

農林企画係、農林振興係、農林整備係

商工振興係、企業誘致係、観光係、施設

管理係

瓢湖管理事務所

建設係、維持緑地係、計画調整係、都市

計画建築係、行政係、国土調査係

下水道管理係、下水道維持係、下水道建設係

庶務係、営業係、工務係、維持係、浄水

係、水質係

出納係

教育総務係、施設係、学校支援第一係、

学校支援第二係

審査係

庶務係、農地調整係

改善支援係

庶務係、管理係

消防係、機械係、救急救助係、通信司令係

審査係

消防団係

図 書 館

幼 稚 園 2 園

博 物 館

五頭連峰少年自然の家

給食センター

中 学 校 4 校

【室名等】

書記長 星　直也（監査委員事務局長兼務）

書記長 関川嗣雄（市民生活課長兼務）

課長 佐藤恵介（新潟県から派遣）

分署長 渡邉安雄

公 民 館

体 育 館

教育センター

小 学 校 10 校

局長 加藤　昭（総務課長兼務）

農業経営改善支援センター

かがやき分署

会計管理者（課長） 佐藤耕二

課長 小林　広、参事 髙橋幹彦

課長 田澤紀雄

課長 飯野喜夫

課長 五十嵐勝哉

管理指導主事

　伊藤信行

局長 星　直也

局長 　桐秀一

課長 加藤　昭

課長 川　健治

課長 関川淳一

署長 肥田浩明

【課・局名等】

生 涯 学 習 課

農 林 課

商 工 観 光 課

建 設 課

上 下 水 道 局

会 計 課

学 校 教 育 課

選挙管理委員会事務局

監査委員事務局

農業委員会事務局

総 務 課

防 災 課

予 防 課

消 防 署

消防団事務局

固定資産評価審査委員会

【部名】

◆

会計管理者

教育長

消防長 唐橋繁英

次長 肥田浩明

( 消防署長兼務）

産
業
建
設
部

部
長　

土
岐　

昇

選挙管理委員会

監 査 委 員

農 業 委 員 会

消 防 本 部

消 防 団

固定資産評価審査委員会

☆

教育委員会

★

（2階）

（2階）

（2階）

（2階）

（2階）

（別館2階）

（5階）

（3階）

（1階）

（水原保健センター1階）

（1階）

（1階）

（1階）

（笹神支所庁舎）

（別館 2階）

（3階）

（3階）

（上下水道局庁舎）

（1階）

（笹神支所庁舎）

（3階）

（安田支所庁舎）

（消防庁舎）

局長 荒木秀樹

上水道次長 仁谷邦男

浄水場長 木滑　稔

平成 28 年度平成 28 年度

阿賀野市行政組織阿賀野市行政組織
　部・課・係等の名称と配置場所は、次のとおりです（指定管

理施設を除く）。なお、職員名を記載した「職員配置一覧」は

市役所・各支所の受付にあります。

■トピックス■トピックス

岩村弘一
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催　
　

し

新
潟
県
立
歴
史
博
物
館 

春
季
企
画
展

お
ふ
だ
に
ね
が
い
を

‐
呪じ

ゅ

符ふ

‐

　

古
来
、
人
々
は
何
か
願
い
事
が
あ
る

と
「
お
ふ
だ
（
お
札
）
＝
呪
符
」
を
作
っ

て
そ
れ
に
す
が
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
呪
符
へ
の
信
仰
は
、
現
代
に
至

る
ま
で
連
綿
と
続
い
て
い
ま
す
が
、
今

で
は
そ
の
ル
ー
ツ
が
忘
れ
去
ら
れ
て
い

る
向
き
も
あ
る
よ
う
で
す
。
一
方
で
、

近
年
科
学
で
は
解
明
で
き
な
い
不
可
思

議
な
こ
と
に
対
す
る
興
味
が
、
人
々
の

間
で
も
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

 

こ
の
展
覧
会
で
は
、
市
内
で
出
土
し

た
木
簡
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
呪
符

を
通
し
て
、
人
々
の
祈
り
や
ま
じ
な
い

の
在
り
方
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
ま

す
。

▼
期
間
＝
4
月
23
日
（
土
）
〜
6
月
5

日
（
日
）

※
5
月
2
日
を
除
く
毎
週
月
曜
休
館

▼
時
間
＝
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

（
観
覧
券
の
販
売
は
午
後
4
時
30
分
ま

で
）

▼
場
所
＝
新
潟
県
立
歴
史
博
物
館
「
企

画
展
示
室
」

▼
観
覧
料
＝
一
般
７
２
０
円
（
５
７
０

円
）、高
校
・
大
学
生
５
０
０
円（
４
０
０

円
）、
中
学
生
以
下
無
料

※
カ
ッ
コ
内
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

▼
後
援
＝
阿
賀
野
市
ほ
か

▼
問
い
合
わ
せ

新
潟
県
立
歴
史
博
物
館 

経
営
企
画
課

☎
０
２
５
８
‐
47
‐
６
１
３
５

昔
語
り
の
会

▼
日
時
＝
4
月
17
日
（
日
）
午
前
11
時

〜
正
午
（
毎
月
第
3
日
曜
）

▼
会
場
＝
水
原
ふ
る
さ
と
農
業
歴
史
資

料
館
「
農
家
の
居
間
」

▼
定
員
＝
35
人

▼
入
場
料
＝
無
料

▼
語
り
手
＝
あ
が
の
お
話
の
会

▼
問
い
合
わ
せ
＝
水
原
ふ
る
さ
と
農
業

歴
史
資
料
館　

☎
63
‐
１
７
２
２

安 田 支 所  ☎ 68ー3000
農業委員会  ☎ 68ー3238
安田公民館・体育館  ☎ 68ー3006

京ヶ瀬支所  ☎ 67ー2111
市立図書館  ☎ 67ー2500

阿賀野市役所  ☎ 62ー2510
水原総合体育館  ☎ 62ー0656
水原公民館  ☎ 62ー2028
水原郷病院  ☎ 62ー2780
上下水道局  ☎ 62ー2159
消 防 本 部  ☎ 62ー2058

笹 神 支 所  ☎ 62ー4141
学校教育課  ☎ 62ー2790
生涯学習課  ☎ 62ー5322
笹神体育館  ☎ 61ー2111
ふれあい会館  ☎ 63ー8019     

お知らせお知らせ
主　

要　

連　

絡　

先

■日時＝ 4 月 17 日（日）午前 9時 30 分～午後 4時

■場所＝新江用水路桜並木　安田浄化センター隣 • 特設会場

◎新江桜コンサート

◎阿賀野市特産品の販売

◎芸能発表（民踊、よさこい、ダンス ほか）

◎ うんめもん市（焼きそば、ヤスダ

ヨーグルトなどの販売）

◎花よりだんご・まき（午後3時ごろ）

■ 安田浄化センター前の新江用水路上下流部両

岸約800mで交通規制を行います。誘導員の

指示に従ってください。（午前7時～午後6時）

■主催＝アースシンフォニー・ヤスダ実行委員会

期間：4月 9日（土）～ 5月 10 日（火）期間：4月 9日（土）～ 5月 10 日（火）

(瓢湖白鳥公園の八重桜の時期まで期間延長)(瓢湖白鳥公園の八重桜の時期まで期間延長)
■■主催＝主催＝市観光協会市観光協会

■■問い合わせ＝問い合わせ＝商工観光課（内線 2344・2345）商工観光課（内線 2344・2345）

新江さくらまつり

瓢湖桜まつり

■問い合わせ＝㈲お菓子の龍宝堂　☎ 68-2234

☆桜まつりスタンプラリーの開催
4 月 17 日（日）午前 10 時～午後 3時、新江さく

らまつり「安田浄化センター隣 • 特設会場」、瓢湖

桜まつり「白鳥観察舎」、五頭山麓うららの森「売

店」の 3会場で桜まつりのスタンプを集めると、

抽選で 20 人に阿賀野市特産品をプレゼントしま

す。抽選場所は、新江さくらまつり「安田浄化セ

ンター隣 • 特設会場」です。

・ 各会場でスタンプをもらうと、次の特典があります。

① 新江さくらまつり会場：先着200人に粗品を進呈

② 瓢湖桜まつり会場：先着 100 人に季節のお菓子

を進呈

③ 五頭山麓うららの森会場：先着 200 人にソフト

クリーム 100 円引き

☆夜間ライトアップします
4 月 9日（土）～ 24日（日）午後 6時 30分～ 9時

村杉共同露天風呂、新江用水路桜並木新江大橋下

流部、瓢湖湖畔（ぼんぼりも設置）、天朝山公園

※ 開花状況により、ライトアップの期間が変更に

なる場合があります。

☆市内の桜名所
五頭山麓うららの森、新江用水路桜並木、瓢湖湖

畔、瓢湖白鳥公園（八重桜）、天朝山公園、村杉

共同露天風呂、国道 290 号大日原付近、五頭山麓

いこいの森、賽
さい

の河原公園、下里桜づつみ公園、

梅護寺の珠数掛ザクラ、久保山水きん公園、赤松

山森林公園

◎◎ さくら湯サービス、水原銘菓・コンニャクおでさくら湯サービス、水原銘菓・コンニャクおで

んなどの販売んなどの販売（水原商工会女性部　（水原商工会女性部　☎ 62-2047）62-2047）

◎◎ ごずっちょごずっちょ最最
もも

中中
なかなか

など阿賀野市特産品の販売など阿賀野市特産品の販売

　（瓢湖物産会　（瓢湖物産会））

■日時＝ 4 月 17 日（日）午前 9時 30 分～午後 3時　■場所＝瓢湖湖畔

阿賀野市桜まつり阿賀野市桜まつり

水
原
公
民
館

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

展
示
案
内

◎ 

水
原
篆て

ん

刻こ
く

の
会
「
第
18
回
習
作
展
」

▼
期
間
＝
4
月
13
日（
水
）〜
17
日（
日
）

◎ 

水
彩
の
会
「
作
品
展
」

▼
期
間
＝
4
月
27
日
（
水
）
〜
5
月
1

日
（
日
）

◎ 

共
通
事
項

▼
時
間
＝
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
（
初

日
は
正
午
〜
、最
終
日
は
午
後
3
時
ま
で
）

▼
入
場
料
＝
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
＝
水
原
公
民
館

新
潟
県
愛
鳥
セ
ン
タ
ー
紫

雲
寺
さ
え
ず
り
の
里
催
し

◎
春
の
渡
り
を
見
る
会

　

春
の
林
道
を
散
策
し
、
オ
オ
ル
リ
や

キ
ビ
タ
キ
な
ど
の
美
し
い
小
鳥
た
ち
を

観
察
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
4
月
24
日
（
日
）
午
前
6
時

30
分
〜
9
時

▼
会
場
＝
大
峰
山
（
新
発
田
市
）

▼
集
合
場
所
＝
大
峰
山
駐
車
場
（
新
発

田
市
貝
屋
）

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要
。
散
策
に

適
し
た
服
装
・
靴
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

小
雨
決
行
の
た
め
、
雨
具
を
用
意
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
新
潟
県
愛
鳥
セ
ン

タ
ー
紫
雲
寺
さ
え
ず
り
の
里

☎
０
２
５
４
‐
41
‐
４
５
０
０

宝
珠
温
泉

あ
か
ま
つ
荘
催
し

◎ 

ギ
タ
ー
演
奏

▼
日
時
＝
4
月
16
日
（
土
）
正
午
〜

▼
出
演
＝
高
橋
喜
一
（
新
潟
市
北
区
）

◎ 

歌
と
踊
り
の
歌
謡
発
表
会

▼
日
時
＝
4
月
17
日
（
日
）
正
午
〜

▼
出
演
＝
明
間
隆
雄
と
愉
快
な
仲
間
た

ち
（
寺
社
）

◎ 

歌
と
踊
り
の
発
表
会

▼
日
時
＝
4
月
24
日
（
日
）
正
午
〜

▼
出
演
＝
山
び
こ
歌
謡
ク
ラ
ブ（
阿
賀
町
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
宝
珠
温
泉 

あ
か
ま

つ
荘　

☎
68
‐
５
７
２
６

お
知
ら
せ

ま
ち
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
の
目
印
は

ミコちゃん 
 

↑
こ
の
イ
ラ
ス
ト

　

市
で
は
、
市
が
指
定
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
や
、
健
康
増
進
・
介
護
予

防
の
事
業
な
ど
に
参
加
し
た
場
合
、
あ

が
の
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
に
、
ま
ち
づ
く

り
ポ
イ
ン
ト
を
付
け
る
「
ま
ち
づ
く
り

ポ
イ
ン
ト
付
与
事
業
」を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
付
与
事
業
の

対
象
は
、
広
報
あ
が
の
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（「
ま
ち
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
」

で
検
索
）
で
随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

広
報
あ
が
の
で
は
、
対
象
事
業
の
目

印
と
し
て
、
獲
得
す
る
ま
ち
づ
く
り
ポ

イ
ン
ト
数
を
掲
載
し
た
付
近
に
「
ミ
コ

ち
ゃ
ん
」の
イ
ラ
ス
ト
を
掲
載
し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
付
与
事
業
を
探

す
際
の
参
考
と
し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
役
所
1
階
「
受
付
案
内
」・
各
支

所
に
も
「
ま
ち
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
付
与

事
業
一
覧
表
」を
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
市
長
政
策
課 

企
画

経
営
係
（
内
線
２
２
１
３
）　

阿
賀
野
市
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業

ま
ち
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト

に
移
行
し
ま
す

　

阿
賀
野
市
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
の

健
康
イ
ベ
ン
ト
等
に
参
加
し
た
際
、
健

康
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ー
ド
に
押
印
さ
れ
た

ご
ず
っ
ち
ょ
ス
タ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、

ま
ち
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
に
移
行
す
る
こ

と
と
し
、
そ
の
数
に
応
じ
て
、
ま
ち
づ

く
り
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ー
ド
に

ご
ず
っ
ち
ょ
ス
タ
ン
プ
の
押
印
が
あ
っ

て
、
記
念
品
と
交
換
し
て
い
な
い
人

▼
場
所
＝
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー

　

 

▼
ま
ち
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
＝

ご
ず
っ
ち
ょ
ス
タ
ン
プ
1
個

に
つ
き
50
ポ
イ
ン
ト

▼
移
行
期
間
＝
5
月
31
日
（
火
）
ま
で

▼
持
ち
物
＝
あ
が
の
ポ
イ
ン
ト
カ
ー

ド
（
持
っ
て
い
な
い
人
に
は
会
場
で
交

付
）、
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ー
ド

▼
そ
の
他
＝
個
人
の
健
康
記
録
用
と
し

て
交
付
を
希
望
す
る
人
に
は
、
引
き
続

き
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ー
ド
を
交
付
し

ま
す
の
で
、
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー
1
階

健
康
推
進
課
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課 

元
気

長
生
き
支
援
室
（
内
線
２
６
１
０
）

平
成
28
年
度

阿
賀
野
市
成
人
式
を

開
催
し
ま
す

▼
日
時
＝
5
月
4
日
（
水
・
祝
）

・ 

受
付
…
午
後
1
時
〜
1
時
45
分　

・ 

式
典
…
午
後
2
時
〜

※ 

終
了
後
、
記
念
撮
影
（
地
区
別
）、

20
歳
の
健
康
プ
レ
ゼ
ン
ト
事
業
（
下

段
参
照
）
を
実
施
し
ま
す
。

▼
会
場
＝
水
原
総
合
体
育
館「
ア
リ
ー
ナ
」

▼
対
象
＝
平
成
7
年
4
月
2
日
〜
平
成

8
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

※ 

3
月
1
日
現
在
、
阿
賀
野
市
に
住
民

登
録
し
て
い
る
人
に
は
、
3
月
中
旬

に
案
内
は
が
き
を
郵
送
し
ま
し
た
。

ま
だ
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、
生
涯

学
習
課
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。

※ 

以
前
、
阿
賀
野
市
に
住
民
登
録
し
て

い
た
人
や
、
3
月
2
日
以
降
に
転
入

し
た
人
も
出
席
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん

か
ら
も
該
当
す
る
人
に
声
掛
け
を
お

願
い
し
ま
す
。
出
席
希
望
者
は
、
当

日
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他

・ 

保
育
ル
ー
ム
を
設
置
し
ま
す
。
定
員

は
5
人
程
度
（
先
着
順
）。
対
象
は
生

後
6
か
月
以
上
（
小
学
生
可
）
で
、
協

力
金
１
０
０
円
／
人
が
必
要
で
す
（
当

日
徴
収
）。
4
月
18
日
（
月
）
ま
で
に

生
涯
学
習
課
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

・ 

家
族
の
人
は
2
階
で
観
覧
で
き
ま
す
。

・ 

駐
車
場
な
ど
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（「
阿
賀
野
市 

成
人
式
」
で

検
索
）
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
生
涯
学
習
課 

社
会

教
育
係

み
ん
な
で
受
け
よ
う
！ 

無
料
健
康
診
断

20
歳
の
健
康
プ
レ
ゼ
ン

ト
事
業
を
実
施
し
ま
す

　

新
成
人
の
門
出
を
祝
し
、
無
料
の
健

康
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
健
康
診
断
は
2
日
間
実
施
し
ま

す
が
、
成
人
式
当
日
は
振
り
袖
の
人
も

多
く
混
み
合
い
ま
す
の
で
、
成
人
式
前

日
の
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

健
康
診
断
の
受
診
者
に
は
、
粗
品
を

進
呈
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
自
身
の
健
康
を

振
り
返
る
機
会
と
し
て
活
用
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

① 

5
月
3
日
（
火
・
祝
）
午
後
2
時
〜

4
時

②
5
月
4
日
（
水
・
祝
）

・ 

第
1
部
…
正
午
〜
午
後
1
時
30
分

・ 

第
2
部
…
午
後
3
時
〜
4
時
30
分

▼
会
場
＝
水
原
総
合
体
育
館「
ア
リ
ー
ナ
」

▼
内
容
＝
血
液
検
査
、
血
圧
測
定
、
問
診

▼
そ
の
他
＝
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（「
阿
賀
野
市 

成
人
式
」
で
検

索
）
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課 

成
人

係
（
内
線
２
６
２
１
）

お
知
ら
せ
版
3
月
15
日
号
（
6
ペ
ー
ジ
）
に
掲
載
し
た
「
平
成
28
年
度
固
定
資
産
税
課
税
台
帳
、
土
地
・
家
屋
縦
覧
帳
簿 

閲
覧
・
縦
覧
を
行
い
ま
す
」
の
記
事
で
、
期
間
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。　
〔
正
〕
4
月
1
日
（
金
）
〜
5
月
2
日
（
月
）

 　
〔
誤
〕
4
月
1
日
（
金
）
〜
28
日
（
木
）
　

▼
問
い
合
わ
せ
＝
税
務
課 

資
産
税
係
（
内
線
２
６
８
３
）

お
詫
び
と
訂
正
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市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

FM 76.1MHz
 

　　　　　　　　災害時には、FMにいつ（周波数 76.1MHz）で市の災害情報を放送します。

 

投票区 投票所（施設名） 投票区の区域

第15

投票区
赤坂小学校（体育館）

上赤坂、下赤坂、六野瀬南、六野瀬一の下、六野瀬二の上、六野瀬二の下、

六野瀬北、六野瀬東、六野瀬三、興野、久保1、久保 2、久保 3、渡場

第16

投票区
岩野ふれあいセンター

庵地、庵地小路、岩野、福永、籠田、羽多屋、二本松、中山、ツベタ、丸山、

やすだの里、あがの八雲苑

第17

投票区

旧大和小学校

（体育館）
小浮新田、小浮本村上、小浮本村下、野田、嶋瀬、千唐仁上、千唐仁下

第18

投票区

川手地区集落開発

センター
安田新栄町、砂山、中南郷、上南郷、新保

第19

投票区
小松集落開発センター 小松

第 20

投票区
寺社担い手センター

山本新、水原寺社、熊居新田、切梅新田、安田寺社一、安田寺社二、

安田寺社三、安田寺社四、安田寺社五、物見山町

第 21

投票区

保健福祉センター

京和荘（多目的ホール）

姥ヶ橋、曽郷、金渕、下黒瀬、上黒瀬、田山、城、窪川原、京ヶ島第一、

京ヶ島、さくら団地、美里団地、曽郷エコタウン

第 22

投票区
法柳集落センター 乙金渕、法柳新田、法柳、深堀

第 23

投票区
旧前山小学校（視聴覚室）

関屋、小河原、下里、嘉瀬島、粕島、小島、川前、箸木免、七島、月崎、

前山

第 24

投票区

駒林・五郎巻地区分館

（旧京ヶ瀬公民館駒林分館）
駒林1、駒林 2、駒林 3、駒林 4、駒林 5、駒林 6、五郎巻

第 25

投票区
京ヶ瀬幼稚園

猫山、飯森杉、小里、下ノ橋、緑岡1、緑岡 2、緑岡 3、緑岡 4、緑岡 5、

緑岡 6、飯森杉団地、コスモスの里

第 26

投票区

ふれあい会館

（多目的ホール）

笹岡、山崎、発久、下山屋、塚田、上山屋、蒔田、赤水、野村、須走、

横山、押切、金屋、次郎丸、上坂町、五頭の里

第 27

投票区
上一分自治会館 湯沢、折居、女堂、上一分、沢口、下一分、堤、小栗山

第 28

投票区
出湯保育園（遊戯室）

羽黒、大日、村杉、今板、出湯、畑江、勝屋、はぐろの里、やまびこ荘、

真光寺

第 29

投票区
大室公会堂 宮下、宮島、七浦、大室、福井、貝喰

第 30

投票区
神山小学校（体育館）

中ノ通、飯山新、藤屋、高田、山倉・上関口、山倉新田、しらとり、南沖山、泉、

下福岡、本明、島田、沖、上高田、榎船渡、榎、上飯塚、船居、沖ノ館

第 31

投票区
みのり保育園（遊戯室） 滝沢、村岡、熊堂、長起、上蔵野、上高関、上西野

4 月 17 日（日） 執行　阿賀野市長選挙の投票所　投票時間：午前 7時～午後 8時

投票区 投票所（施設名） 投票区の区域

第1

投票区

水原小学校

（第１音楽室）
泉町、堰場、元町1、元町 2、庚町、停1、停 2、停 3、あがの

第 2

投票区
福祉会館（ホール）

水原上町、水原中町、水原下町、天朝通り、旭町、小川町、水原横町、

南新町、諏訪町、新々町、水原新栄町、東雲町、東柳町、柳町、北新町、

新光町、西外城、中外城、下袖

第 3

投票区
中島集落開発センター 中島1、中島 2、中島3、中島 4、中島 5

第 4

投票区
水原中学校（会議室） 中島 6、学校町、弥生町、桜木町、下金田

第 5

投票区

コミュニティセンター

瓢湖憩の家（集会室）
東外城、日の出町、砂押、上袖、白鳥通り

第 6

投票区
水原公民館（大講堂）

松井町1、松井町2、水原栄町、南町、前山口、新橋、館の越、上山口、

中山口、下山口1、下山口2、下山口3、南山口、シンパシー、みそら野、

杉並、消防通り

第7

投票区

天神堂公会堂

※ 投票所が変更になります。
ご注意ください。

天神堂、千原、沖通

第 8

投票区
みどり保育園（遊戯室） 若葉町、緑町、稲荷町、白鳥荘、百津

第 9

投票区

堀越地区農業活性化

センター（多目的ホール）

堀越上、堀越中、堀越下、町村、堀越外城、坂町、越御堂、小境、中潟上、

中潟中、中潟下、福田、牧島、境新、七石、野地城、庄ケ宮、荒屋、

上中野目、上中、市野山、土橋、新市野山、すみれ野、みずほ、あやめ、

あさひ、シンフォニー市野山

第10

投票区

大野地営農研修

センター
里金田、里上、里中、里下、大野地、原、境新田

第11

投票区

分田農村環境改善

センター（多目的ホール）

上江端1、上江端 2、新座、分田1、分田 2、分田 3、分田学校町、分田 5、

分田 6、分田7、分田 8、上福岡、西岡、水ケ曽根

第12

投票区

保田小学校

（ランチルーム）

宮町、安田上町、安田中町、安田下町、片町、浦町、安田栄町、千刈町、

小路、本町、安田横町、門前、御城町

第13

投票区

安田中学校

（ミーティングルーム）
新町、下学校町、上学校町、東学校町、原町、沢田、竜下

第14

投票区
草水コミュニティセンター 上草水、下草水

　当日、投票に行けない人は、期日前投票所を開設していますので、利用してください。

■期日前投票の期間＝ 4月 11 日（月）～ 16 日（土）　■投票時間＝午前 8時 30 分～午後 8時

■会場＝市役所1階「多目的ホール」、安田支所1階「ホール」、京ヶ瀬支所1階「ホール」、笹神支所2階「ホール」

　※今回の選挙から期日前投票所は、市役所だけでなく、各支所でも開設します。

■問い合わせ＝市選挙管理委員会事務局（内線 2401）
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市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

始
ま
り
ま
す

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

◎
運
動
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
ゆ
ず
り
合
う 

や
さ
し
い
マ
ナ
ー
に

春
の
風
」

▼
実
施
期
間

　

4
月
6
日
（
水
）
〜
15
日
（
金
）
の

10
日
間

※ 

4
月
10
日
（
日
）
は
、「
交
通
事
故

死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」
で
す
。

▼
運
動
の
重
点

○ 

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

○ 

自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進
（
特
に

自
転
車
安
全
利
用
五
則
の
周
知
徹

底
）

○ 

後
部
座
席
を
含
め
た
全
て
の
座
席
の

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

○
歩
行
者
の
保
護
（
新
潟
県
重
点
）

　

い
よ
い
よ
新
入
学
期
で
す
。
子
ど
も

た
ち
が
元
気
に
学
校
に
通
う
姿
を
多
く

見
掛
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
が
挙
げ
て
い
る

小
さ
な
手
を
見
つ
け
た
ら
、
車
を
停
止

さ
せ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
最
後
ま
で
横

断
が
終
わ
る
の
を
待
つ
な
ど
、
思
い
や

り
の
あ
る
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

◎
自
転
車
安
全
利
用
五
則

① 

自
転
車
は
車
道
が
原
則
、
歩
道
は
例

外
② 

車
道
は
左
側
を
通
行

③ 

歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
車
道
寄
り

を
徐
行

④ 

安
全
ル
ー
ル
を
守
る

　

・

　

・ 
飲
酒
運
転
・
二
人
乗
り
・
並
進
の

禁
止

　

・

　

・ 

夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

　

・

　

・ 

交
差
点
で
の
信
号
遵
守
と
一
時
停

止
・
安
全
確
認

⑤ 

子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

　
　

ー
阿
賀
野
市
・
阿
賀
野
警
察
署
・

　
　
　

阿
賀
野
市
交
通
安
全
協
会
ー

ご
ず
っ
ち
ょ
カ
フ
ェ

　

毎
日
の
介
護
、
頑
張
り
過
ぎ
て
い
ま

せ
ん
か
？ 

ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
い
い

の
か
困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

市
で
は
「
認
知
症
の
人
が
安
心
し
て

来
れ
る
場
所
」「
家
族
が
ホ
ッ
と
で
き

る
場
所
」「
認
知
症
に
関
す
る
情
報
収

集
の
場
所
」
と
し
て
、
認
知
症
カ
フ
ェ

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

一
緒
に
ホ
ッ
と
一
息
つ
け
る
時
間
を

過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
＝
4
月
19
日
（
火
）
午
後
1
時

30
分
〜
3
時
30
分

▼
会
場
＝
稲
荷
町
会
館
（
百
津
88
・
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
白
鳥
荘
隣
）

▼
参
加
費
＝
１
０
０
円
／
人

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要
。
毎
月
第

3
火
曜
に
開
催
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

・ 

高
齢
福
祉
課 

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
阿
賀
野
（
内
線
２
１
３
４
）

・ 

高
齢
福
祉
課 

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
笹
神　

☎
62
‐
４
１
４
３

お
知
ら
せ

京
ヶ
瀬
公
民
館
が
京
和

荘
に
移
転
し
ま
し
た

　

4
月
1
日
（
金
）
か
ら
、
京
ヶ
瀬
公

民
館
は
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
京
和
荘

内
に
移
転
し
ま
し
た
。

　

京
ヶ
瀬
公
民
館
を
利
用
す
る
場
合

は
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
京
和
荘
へ
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

京
ヶ
瀬
公
民
館
と
し
て
利
用
で
き
る

部
屋
は
、
1
階
「
多
目
的
ホ
ー
ル
」
と

診
療
室
・
検
査
室
を
除
く
2
階
の
全
室

で
す
。
使
用
料
・
冷
暖
房
費
な
ど
詳
し

く
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

京
和
荘　

☎
67
‐
３
１
７
１

市
指
定
避
難
所
の

変
更
に
つ
い
て

　

3
月
末
日
を
も
っ
て
笹
神
地
区
の

「
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
さ

さ
か
み
荘
」
を
廃
止
し
ま
し
た
。

　

こ
の
廃
止
に
伴
い
、
次
の
対
象
自
治

会
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
「
神
山
小

学
校
体
育
館
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
」
と
「
高

齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
さ
さ
か

み
荘
」
の
2
か
所
を
市
指
定
避
難
所
と

し
て
指
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
4
月
以

降
は
「
神
山
小
学
校
体
育
館
・
グ
ラ
ウ

ン
ド
」
の
み
と
な
り
ま
す
。

▼
対
象
自
治
会
＝
上
西
野
、
中
ノ
通
、

飯
山
新
、
藤
屋
、
高
田
、
山
倉
・
上
関

口
、
山
倉
新
田
、
し
ら
と
り
、
南
沖
山
、

本
明
、
島
田
、
沖
、
上
高
田
、
榎
船
渡
、

榎
、
上
飯
塚
、
船
居
、
沖
ノ
館

▼
問
い
合
わ
せ
＝
総
務
課 

危
機
管
理

室 

地
域
安
全
係
（
内
線
２
２
３
１
）

市
内
で
相
談
支
援
事
業
所
が

2
か
所
新
設
さ
れ
ま
し
た

　

4
月
1
日
（
金
）、
市
内
で
障
が
い

者
（
児
）
の
抱
え
る
課
題
の
解
決
や
適

切
な
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
向
け
て
、助
言
・

指
導
・
そ
の
他
支
援
を
行
う
相
談
支
援

事
業
所
が
2
か
所
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー
2

階
の
障
害
者
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

が
行
っ
て
き
た
基
本
相
談
支
援
・
計
画

相
談
支
援
（
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
作

成
等
）
業
務
は
、
こ
れ
ら
の
新
規
開
設

事
業
所
に
移
行
し
ま
す
。

　

障
害
者
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、「
障
が
い
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
」
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
、
引
き

続
き
相
談
支
援
に
関
す
る
業
務
を
総
合

的
に
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
広
報
あ

が
の
5
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
障
害
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ
う

▼
法
人
名
＝
社
会
福
祉
法
人
七
穂
会

▼
所
在
地
＝
若
葉
町
3
‐
33

▼
相
談
種
類
＝
基
本
相
談
支
援
・
計
画

相
談
支
援

▼
営
業
時
間
＝
午
前
8
時
15
分
〜
午
後

5
時
30
分
（
月
曜
〜
金
曜
）、
午
前
8

時
15
分
〜
昼
12
時
45
分
（
土
曜
）

※ 

法
人
の
営
業
日
（
1
月
当
た
り
8
日

休
業
日
以
外
）
に
限
り
ま
す
。

☎
47
‐
５
７
５
５　

Ⓕ
63
‐
２
０
１
１

so
u
d
a
n
-yo
u
@
m
l.sh
ib
a
ta
.n
e
.jp

◎ 

障
害
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
Ｌ
プ
ラ
ン

▼
法
人
名
＝
社
会
福
祉
法
人
阿
賀
北
総

合
福
祉
協
会

▼
所
在
地
＝
山
崎
89

▼
相
談
種
類
＝
基
本
相
談
支
援
・
計
画

相
談
支
援
、
地
域
相
談
支
援
（
病
院
・

入
所
施
設
か
ら
の
退
院
・
退
所
に
関
わ

る
相
談
）

▼
営
業
時
間
＝
午
前
8
時
30
分
〜
午
後

5
時
15
分
（
月
曜
〜
金
曜
）

※ 

祝
日
、
年
末
年
始
（
12
月
31
日
〜
1

月
3
日
）
を
除
く

☎
62
‐
８
０
０
５　

Ⓕ
62
‐
８
０
０
２

l.p
lan
@
ag
akita.o

r.jp

▼
問
い
合
わ
せ
＝
社
会
福
祉
課 

障
が

い
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
内
線

２
６
４
３
）

市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て

神
山
ふ
れ
あ
い
の
家

オ
ー
プ
ン

　

「
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

さ
さ
か
み
荘
」
の
廃
止
に
伴
い
、
隣
接

す
る
「
ふ
れ
あ
い
の
家
（
陶
芸
室
）」

を
「
神
山
ふ
れ
あ
い
の
家
」
と
改
称
し
、

開
設
し
ま
し
た
。

　

新
た
な
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
、

サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
各
種
集
会
に
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
施
設
内
容
＝
和
室
（
20
畳
・
1
室
）

▼
利
用
時
間
（
区
分
）

①
午
前
（
午
前
9
時
〜
午
後
1
時
）

②
午
後
（
午
後
1
時
〜
午
後
5
時
）

▼
利
用
料
金
＝
午
前
・
午
後
の
区
分
ご

と
に
４
０
０
円
（
冷
暖
房
使
用
時
は
別

途
１
５
０
円
が
必
要
）

▼
申
込
方
法
＝
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
市
役
所
1
階
社
会
福
祉
課

へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
社

会
福
祉
課
に
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
社
会
福

祉
課 

福
祉
企
画
係
（
内
線
２
１
４
６
）

高
齢
者
向
け
給
付
金
の

お
知
ら
せ

　

市
か
ら
高
齢
者
向
け
給
付
金
（
年
金

生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
）
を

支
給
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
「
一
億
総
活
躍
社
会
」
の
実

現
に
向
け
、
賃
金
引
き
上
げ
の
恩
恵
が

及
び
に
く
い
高
齢
者
を
支
援
し
、
個
人

消
費
の
下
支
え
に
も
な
る
よ
う
に
実
施

す
る
も
の
で
す
。

▼
支
給
額
＝
1
人
当
た
り
3
万
円

▼
支
給
対
象
＝
平
成
27
年
度
の
臨
時
福

祉
給
付
金
の
支
給
対
象
者
の
う
ち
、
65

歳
以
上
と
な
る
人
（
昭
和
27
年
4
月
1

日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）。
平
成
27
年

度
の
臨
時
福
祉
給
付
金
の
支
給
対
象
者

と
は
、平
成
27
年
度
市
区
町
村
民
税（
均

等
割
）
が
非
課
税
の
人
。
た
だ
し
、
次

の
い
ず
れ
か
の
該
当
者
は
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。

① 

市
区
町
村
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る

人
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
人
（
専
従
者

控
除
対
象
者
、
配
偶
者
特
別
控
除
を

受
け
て
い
る
人
を
含
む
）

② 

生
活
保
護
制
度
の
被
保
護
者

③ 

基
準
日
（
平
成
27
年
1
月
1
日
）
か

ら
支
給
決
定
さ
れ
る
ま
で
に
死
亡
し

た
人

※ 

支
給
対
象
者
に
は
、
4
月
下
旬
に
市

か
ら
郵
送
で
申
請
書
を
送
付
し
ま

す
。

▼
申
請
方
法
＝
市
が
送
付
し
た
申
請
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
同
封
の
返

信
用
封
筒
に
入
れ
て
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
申
請
期
限
＝
7
月
21
日
（
木
）

▼
支
給
開
始
時
期
＝
6
月
中
旬
以
降

▼
そ
の
他
＝
支
給
対
象
に
該
当
す
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
申
請
書
が
届
か
な
い

場
合
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
社
会
福
祉
課 

福
祉

企
画
係
（
内
線
２
１
４
５
）

大
日
原
演
習
場

訓
練
予
定

▼
射
撃
訓
練
＝
4
月
12
日
（
火
）
〜
22

日
（
金
）
午
前
8
時
〜
午
後
5
時

◎ 

演
習
場
内
へ
の
立
ち
入
り
は
、
許
可

が
必
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
新
発
田
駐
屯
地

☎
０
２
５
４
‐
22
‐
３
１
５
１

■ 納税通知書＝現金納付の場合は納付書が同封され、口

座振替の場合は「口座名義人」「口座番号」など振替

口座の情報が記載してありますので確認してください。

■ 納付できる金融機関等＝市役所・各支所、第四銀行、

北越銀行、大光銀行、さくらの街信用組合、加茂信

用金庫、北蒲みなみ農業協同組合、ささかみ農業協

同組合、新潟県労働金庫、新潟・長野県内のゆうちょ

銀行・郵便局、コンビニエンスストア。

※ ゆうちょ銀行・郵便局、コンビニエンスストアの場

合は、納期限内でないと納められません。

※ バーコード印刷のない納付書（金額が 30 万円を超

える納付書、平成 27 年度以前に発行された納付書）

やバーコードの読み込みができない場合は、コンビ

ニエンスストアでの納付はできません。

■ 督促状の発送＝納期限を過ぎても納めていない場

合、または口座振替で再振替できなかった場合は、

納期限後 20 日以内に督促状を発送します。

■ 納期限＝納期限は各月の月末（12 月を除く）となっていますが、土曜・日曜・祝日の場合は、その翌日とな

ります。（口座振替は月末に振替、振替不能の場合は翌月 15 日に再振替を行います）

納期限

税目

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1月 2月 3月

5/2（月）5/31（火）6/30（木）8/1（月）8/31（水）9/30（金）10/31（月）11/30（水）12/26（月）1/31（火）2/28（火）3/31（金）

市県民税 1期 2期 3期 4期

固定資産税 1期 2期 3期 4期

軽自動車税 全期

国民健康保険税 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期 9期 10 期 11 期 12 期

■問い合わせ　・・ 納税方法について…税務課 収税係（内線 2667 ～ 2669・2681）

　　　　　　　・・ 国民健康保険税について…税務課 市民税係（内線 2664・2665）

平成 28 年度 市税のお知らせ平成 28 年度 市税のお知らせ
　　　平成 28 年度の納税通知書を次の日程で発送します。

　　　　　●固定資産税　4月 15 日（金）　　　●国民健康保険税 暫定分（1～ 3期）　4月 15 日（金）

　　　　　●軽自動車税　5月 13 日（金）　　　 確定分（4～ 12 期）　7月 15 日（金）

　　　　　●市県民税　　6月 15 日（水）

《国民健康保険税について》

★暫定分とは？

 　・・暫定税額は昨年度の保険税額で計算します。

　　暫定税額＝平成 27 年度保険税額 ×3／12

※ 平成 27 年度途中で加入した場合は、1年間加

入していたとしての保険税額で計算します。

　　・・ 平成 28 年度保険税額は 7月に確定し、暫定

税額の過不足を調整して通知します。

★納税方法が年金天引きの人

　 　平成 28 年度特別徴収開始通知書を 4月上旬

に送付します。この通知書は、4 月・6 月・8

月の年金から天引きとなる保険税額（仮徴収分）

の通知です。平成 28 年度保険税額は 7月に確

定し、10 月・12 月・2 月の本徴収で仮徴収分

の過不足を調整して通知します。
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■日時・会場

地区 期日 会場 時間

安田地区

5月 10日（火）

小松頭首工車庫 午前 10 時～ 10 時 20 分

六野瀬営農改善センター 午前 10 時 50 分～ 11 時 30 分

小浮本村集落センター 午後 1時 30 分～ 2時

寺社担い手センター 午後 2時 30 分～ 3時

5月 11日（水）
篭田多目的集会場 午前 10 時 30 分～ 11 時 10 分

安田体育館 午後 1時 30 分～ 3時

笹神地区
5月 13日（金）

出湯保育園前 午前 9時 30 分～ 10 時 30 分

大室公会堂 午前 11 時～ 11 時 30 分

神山ふれあいの家

（旧コミュニティセンターささかみ荘）
午後 1時 30 分～ 2時 30 分

5月 17日（火） 笹神支所駐車場 午前 9時 30 分～ 11 時 30 分

京ヶ瀬地区 5月 18日（水）

駒林・五郎巻地区分館 午前 9時 40 分～ 10 時 10 分

京ヶ瀬駅駐車場 午前 10 時 40 分～ 11 時 30 分

京ヶ瀬支所 午後 1時 30 分～ 3時

水原地区

5月 20日（金）

分田農村環境改善センター 午前 9時 30 分～ 10 時 10 分

堀越地区農業活性化センター 午前 10 時 40 分～ 11 時 30 分

市役所車庫棟 午後 1時 30 分～ 3時

5月 24日（火）
水原公民館 午前 10 時～ 11 時 30 分

福祉会館 午後 1時 30 分～ 3時

平成 28 年度　狂犬病予防集合注射

　狂犬病予防集合注射を下表のとおり実施します。

　犬の飼い主は、毎年、犬に狂犬病の予防注射を受け

させなければなりません。

　犬の登録をしている人には、お知らせのはがきを 4

月中に送付します。はがきを持って来場してください。

　会場では、犬の新規登録も受け付けます。

※ 生後 91 日以上の犬の飼い主は、狂犬病予防法で登

録（終生 1回）と注射（毎年 1回）が義務付けられ

ています。

■当日持参するもの

《登録済みの場合》

　①通知はがき（問診欄を記入・要押印）

　②料金 3,200 円

　　（注射料金 2,650 円＋注射済票交付

　　  手数料 550 円）

《新規登録の場合》

　①印鑑②料金6,200円（上記料金＋登録手数料3,000円）

■問い合わせ＝市民生活課 環境係（内線 2108）

◎ 犬の健康状態や体質に不安がある場合は、獣医師に

申し出てください。

◎ 首輪が抜けないよう、リードを短く持ってください。

◎ 料金は会場で徴収します。釣り銭が出ないよう協力

をお願いします。

◎ 毎年 4月～ 6月は、狂犬病予防注射の実施期間です。

集合注射を利用しない人は、動物病院で注射を受け

させてください。

◎ 飼い犬が死亡した場合は、必ず届け出てください。

◎ 注射を受けた時に交付する「注射済票」は、犬の体

に付けるか、大切に保管しましょう。トリミングや

ペットホテルを利用する際の接種証明になります。

　※再交付には手数料が掛かります。

お
知
ら
せ

第
十
回
特
別
弔
慰
金
の

申
請
は
お
早
め
に

　

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔

慰
金
（
第
十
回
特
別
弔
慰
金
）
の
支
給

申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
受
給
対

象
と
思
わ
れ
る
人
は
、
気
軽
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
支
給
対
象
＝
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時

の
遺
族
で
、
平
成
27
年
4
月
1
日
に
お
い

て
、
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
等
を
受
け

る
人
が
い
な
い
場
合
、
次
の
順
番
に
よ
る

先
順
位
の
遺
族
1
人
に
支
給
し
ま
す
。

①
弔
慰
金
の
受
給
者

②
戦
没
者
等
の
子

③
戦
没
者
等
の
父
母

④
戦
没
者
等
の
孫

⑤
戦
没
者
等
の
祖
父
母

⑥
戦
没
者
等
の
兄
弟
姉
妹

※ 

③
〜
⑥
は
、
戦
没
者
等
と
生
計
関
係

を
有
し
、
平
成
27
年
4
月
1
日
に
お

い
て
婚
姻
し
た
と
し
て
も
氏
が
変

わ
っ
て
い
な
い
人
、
ま
た
は
同
日
に

お
い
て
遺
族
以
外
の
人
と
養
子
縁
組

し
て
い
な
い
人
に
限
り
ま
す
。

⑦
③
以
外
の
戦
没
者
等
の
父
母

⑧
④
以
外
の
戦
没
者
等
の
孫

⑨
⑤
以
外
の
戦
没
者
等
の
祖
父
母

⑩
⑥
以
外
の
戦
没
者
等
の
兄
弟
姉
妹

⑪ 

①
〜
⑩
以
外
の
戦
没
者
等
の
三
親
等

内
の
親
族
（
甥
、
姪
等
）

※ 

⑦
〜
⑪
は
、
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま

で
引
き
続
き
1
年
以
上
の
生
計
関
係

を
有
し
て
い
た
人
に
限
り
ま
す
。

▼
支
給
内
容
＝
額
面
25
万
円
、
5
年
償

還
の
記
名
国
債

▼
請
求
期
限
＝
平
成
30
年
4
月
2
日

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
社
会
福

祉
課 

援
護
係
（
内
線
２
１
６
３
）

五
頭
山
麓
い
こ
い
の
森

か
ら
の
お
知
ら
せ

　

4
月
中
旬
以
降
、
大
荒
川
沿
い
の
桜

並
木
は
五
頭
の
山
々
を
背
に
、
と
て
も

美
し
く
映
え
ま
す
。
園
内
は
4
月
下
旬

か
ら
山
桜
で
彩
ら
れ
ま
す
。
奥
の
山
道

も
整
備
し
て
散
策
し
や
す
く
な
り
ま
し

た
。
ぜ
ひ
、
五
頭
山
麓
い
こ
い
の
森
の

春
を
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。
美
し
い
春

を
散
策
し
ま
し
ょ
う
。

◎
花
見
と
奥
の
山
道
散
策

▼
日
時
＝
4
月
17
日
（
日
）
午
前
10
時
〜

▼
集
合
場
所
＝
五
頭
山
麓
い
こ
い
の
森

「
管
理
事
務
所
」

▼
参
加
費
＝
５
０
０
円
／
人

※ 

畑
江
・
出
湯
自
治
会
の
参
加
者
は
無

料
▼
そ
の
他
＝
自
然
観
察
指
導
員
が
同
行

し
ま
す
。

◎ 

春
の
食
を
使
っ
て
、
た
き
火
で
料
理

▼
日
時
＝
4
月
17
日
（
日
）
午
前
11
時
〜

▼
集
合
場
所
＝
五
頭
山
麓
い
こ
い
の
森

「
川
沿
い
東
屋
」

▼
参
加
費
＝
５
０
０
円
／
人

※
食
事
持
参
の
場
合
は
無
料

▼
持
ち
物
＝
敷
き
物

◎ 

共
通
事
項

▼
申
込
期
限
＝
4
月
12
日
（
火
）

▼
そ
の
他
＝
雨
天
の
場
合
、
次
週
に
延

期
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

五
頭
山
麓
い
こ
い
の
森 

指
定
管
理
者

「
森
の
こ
だ
ま
」

☎
０
８
０
‐
６
５
１
９
‐
０
２
７
３

老
朽
化
消
火
器
の

一
斉
回
収

▼
回
収
期
間
＝
4
月
1
日
（
金
）
〜
7

日
（
木
）

▼
回
収
場
所
＝
消
防
本
部
、
か
が
や
き

分
署

▼
引
き
取
り
料
＝
１
５
０
０
円
／
本

◎ 

消
火
器
等
の
使
い
方
を
指
導
し
ま
す

　

消
防
署
で
は
、
消
火
器
・
消
火
栓
の

使
い
方
を
指
導
し
ま
す
。
希
望
す
る
自

治
会
・
事
業
所
な
ど
は
、
消
防
本
部
へ

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

《
火
事
と
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番
》

▼
問
い
合
わ
せ
＝
消
防
本
部

有
害
鳥
類
を
捕
獲
し
ま
す

　

カ
ラ
ス
等
に
よ
る
農
作
物
の
被
害
を

防
止
す
る
た
め
捕
獲
を
実
施
し
ま
す
。

事
故
防
止
の
た
め
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
期
間
＝
4
月
9
日
（
土
）
〜
5
月
31

日
（
火
）

▼
時
間
＝
主
に
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
の

日
の
出
か
ら
正
午
ま
で

▼
区
域
＝
阿
賀
野
市
一
円
（
瓢
湖
、
五

頭
連
峰
、
山
崎
鳥
獣
保
護
区
を
除
く
）

▼
捕
獲
対
象
＝
カ
ラ
ス
等
鳥
類

▼
問
い
合
わ
せ
＝
農
林
課 

農
林
振
興

係
（
内
線
２
６
７
２
）

電
力
の
小
売
全
面
自
由
化
で

私
た
ち
の
暮
ら
し
は
こ

の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す

◎
電
力
自
由
化
で
ど
う
変
わ
る
の
？

　

4
月
か
ら
の
「
電
力
の
小
売
全
面
自

由
化
」
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
者

が
電
気
の
小
売
市
場
に
参
入
し
て
く
る

こ
と
で
、
新
規
参
入
の
事
業
者
を
含
め

た
電
力
会
社
の
選
択
が
可
能
に
な
り
ま

す
。

　

電
気
の
小
売
事
業
へ
の
参
入
事
業
者

が
増
え
る
こ
と
で
、競
争
が
活
性
化
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
料
金
メ
ニ
ュ
ー
・
サ
ー
ビ

ス
が
登
場
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

　

例
え
ば
、
電
気
と
ガ
ス
、
電
気
と
携

帯
電
話
な
ど
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る

セ
ッ
ト
割
引
や
ポ
イ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
、

家
庭
の
省
エ
ネ
診
断
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の

登
場
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

◎
電
力
会
社
の
切
り
替
え
ま
で
の
流
れ

① 

切
替
先
の
電
力
会
社
へ
の
申
し
込
み

　

電
力
会
社
の
切
り
替
え
を
希
望
す
る

場
合
は
、
各
社
の
サ
ー
ビ
ス
窓
口
、
電

話
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
か
ら
切
り
替
え

の
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

現
在
契
約
し
て
い
る
東
北
電
力
へ
の

解
約
手
続
き
は
、
消
費
者
の
同
意
に
基

づ
き
、
切
り
替
え
先
の
電
力
会
社
が
手

続
き
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
へ
の
交
換 

　

ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て

い
な
い
家
庭
は
、
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー

へ
の
交
換
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

切
替
先
の
電
力
会
社
へ
申
し
込
み
の

後
、
現
在
契
約
し
て
い
る
東
北
電
力
か

ら
交
換
作
業
の
工
事
予
定
日
の
連
絡
が

入
り
ま
す
。 

③
切
替
先
の
電
力
会
社
と
の
契
約
開
始

　

切
替
先
の
電
力
会
社
の
電
気
を
利
用

し
ま
す
。

※ 

電
力
会
社
の
切
り
替
え
等
の
手
続
き

を
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
現
在
契

約
し
て
い
る
東
北
電
力
か
ら
、
今
ま

で
ど
お
り
電
気
が
供
給
さ
れ
ま
す
。 

◎
切
り
替
え
に
要
す
る
標
準
的
な
期
間

・ 

ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
へ
の
交
換
工
事

が
必
要
と
な
る
場
合
は
、
2
週
間
程

度
・  

ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
へ
の
交
換
工
事

が
不
要
で
あ
る
場
合
は
4
日
程
度 

◎ 

電
力
の
小
売
全
面
自
由
化
に
つ
い
て

詳
し
く
知
り
た
い
の
で
す
が
？

　

経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（「
エ
ネ
庁 

電
力
小
売

全
面
自
由
化
」
で
検
索
）
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
経
済
産
業
省 

資
源

エ
ネ
ル
ギ
ー
庁 

専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
‐
０
２
８
‐
５
５
５
（
土

曜
・
日
曜
・
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く

午
前
9
時
〜
午
後
6
時
受
付
）

狂
犬
病
は
非
常
に
恐
ろ
し
い
病
気

狂
犬
病
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
． 

国
内
で
は
何
十
年
も
発
生
し
て
い

な
い
か
ら
大
丈
夫
？

Ａ
． 

50
年
以
上
発
生
の
な
か
っ
た
台
湾

で
再
発
し
て
い
ま
す
。
新
潟
県
は

海
外
の
貨
物
船
に
ま
ぎ
れ
て
狂
犬

病
を
も
つ
動
物
が
侵
入
す
る
恐
れ

が
あ
る
た
め
、油
断
で
き
ま
せ
ん
。 

Ｑ
． 

自
分
の
犬
は
か
ま
な
い
か
ら
大
丈

夫
？

Ａ
． 

市
内
で
は
、
毎
年
数
十
件
の
犬
の

脱
走
事
件
が
あ
り
、
そ
の
多
く
が
大

き
な
音
に
驚
い
た
の
が
原
因
で
す
。

普
段
は
お
と
な
し
い
犬
で
も
違
う

姿
を
見
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
． 

感
染
し
て
も
治
療
す
れ
ば
大
丈
夫
？

Ａ
． 

狂
犬
病
は
治
療
方
法
が
あ
り
ま
せ

ん
。
発
病
す
る
と
ほ
ぼ
１
０
０
％

死
亡
し
ま
す
。
日
本
で
も
平
成
18

年
に
2
人
が
死
亡
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
罰
則
は
あ
る
の
？

Ａ
． 

犬
の
登
録
を
し
な
い
、
狂
犬
病
予

防
注
射
を
受
け
さ
せ
な
い
飼
い
主

に
は
罰
金
が
科
せ
ら
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
他
県
で
狂
犬
病
予
防
法

違
反
に
よ
る
検
挙
例
も
あ
り
ま
す
。

Ｑ
． 

病
気
・
老
齢
で
元
気
が
な
い
犬
は

注
射
を
受
け
な
く
て
も
い
い
の
？

Ａ
． 

自
分
で
判
断
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
る

こ
と
が
適
当
で
な
い
場
合
、
獣
医

師
か
ら
「
猶
予
証
明
書
」
が
交
付

さ
れ
ま
す
。

市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

お
知
ら
せ

地
域
ふ
れ
あ
い
ク
リ
ー
ン

作
戦
を
実
施
し
ま
す

　

地
域
ふ
れ
あ
い
ク
リ
ー
ン
作
戦
は
、

環
境
美
化
や
地
域
貢
献
の
ほ
か
、
清
掃

活
動
を
通
し
て
地
域
の
大
人
と
子
ど
も

た
ち
が
「
面
識
」
を
深
め
、
危
険
箇
所

を
「
点
検
」
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
連

携
と
防
犯
意
識
の
向
上
を
図
る
効
果
も

あ
り
ま
す
。家
族
や
自
治
会
の
人
か
ら
、

小
中
学
生
も
参
加
す
る
よ
う
呼
び
掛
け

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
4
月
24
日
（
日
）

※ 

雨
天
決
行
。
午
前
9
時
30
分
ま
で
に

終
了
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
清
掃
方
法
＝
自
治
会
周
辺
の
道
路
や

子
ど
も
の
遊
び
場
・
公
園
な
ど
、
公
共

的
な
場
所
を
清
掃
し
て
ご
み
を
集
め
ま

す
。

▼
分
別
方
法
＝
缶
・
瓶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
は
分
別
し
て
、
各
自
治
会
1
か
所
の

指
定
集
積
場
所
へ
（
当
日
回
収
）。
燃

え
る
ご
み
は
各
自
治
会
の
収
集
日
に
、

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
出
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
そ
の
他
＝
荒
天
時
に
お
け
る
中
止
等

の
判
断
は
、
安
全
を
最
優
先
し
、
各
自

治
会
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
ふ
れ
あ
い
会
館

2 月 25 日入札
建設工事等発注状況

工事（委託業務・物品）名 請負（納入）業者 請負（納入）金額 落札率 入札方法 期間 入札者数

防犯灯 LED 化工事その 2 ㈲京ヶ瀬電気 1,404,000 円 80.2% 指名競争 H28.03.28 7

庁舎総合管理業務 
二幸産業㈱新潟
支社

6,084,720 円 99.6% 指名競争 H29.03.31 9

庁舎空調設備保守点検業務 
㈱ナカムラ新発
田支店

2,862,000 円 98.5% 指名競争 H29.03.31 8

水原総合体育館清掃用具賃貸借
㈱五頭クリーン
サービス

10,692 円／月 57.7% 指名競争 3年間 4

3 月 01 日入札

工事（委託業務・物品）名 請負（納入）業者 請負（納入）金額 落札率 入札方法 期間 入札者数

保田小学校（大和便）通学バス・安
田幼稚園通園バス運行業務委託 

㈱新和旅行 72,457 円／月 98.2% 指名競争 5年間 3

保田小学校（寺社便）通学バス運行
業務委託 

㈱新和旅行 63,288 円／月 100.0% 指名競争 5年間 3

京ヶ瀬小学校（下里便）通学バス運
行業務委託 

㈱宇尾野設計・
機工

31,860 円／月 100.0% 指名競争 5年間 3

京ヶ瀬小学校（嘉瀬島便）通学バス
運行業務委託 

㈱宇尾野設計・
機工

37,854 円／月 100.0% 指名競争 5年間 3

堀越小学校（中潟便）通学バス運行
業務委託 

㈱宇尾野設計・
機工

27,702 円／月 100.0% 指名競争 5年間 3

水原小学校（原・天神堂便）通学バ
ス運行業務委託

㈱新和旅行 26,730 円／月 100.0% 指名競争 5年間 3

笹岡小学校（大室便）通学バス運行
業務委託 

㈱宇尾野設計・
機工

31,860 円／月 100.0% 指名競争 5年間 3

笹岡小学校（出湯便）通学バス運行
業務委託 

㈱宇尾野設計・
機工

40,446 円／月 100.0% 指名競争 5年間 3

水原中学校（分田便）通学バス運行
業務委託 

㈱宇尾野設計・
機工

35,262 円／月 100.0% 指名競争 5年間 3

3 月 10 日入札

工事（委託業務・物品）名 請負（納入）業者 請負（納入）金額 落札率 入札方法 期間 入札者数

公共下水道道路復旧及び人
じん

孔
こう

高調整
工事 

㈱帆苅組 3,186,000 円 95.2% 指名競争 H28.03.25 7

第 2 次健康あがの 21 計画印刷 ㈱白善商店 302,400 円 46.8% 指名競争 H28.03.23 2

「公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律」（平成 13 年 4月 1日施行）に基づき公表するものです。

消
費
生
活
問
題
は
慌
て
ず
に

市
民
生
活
課
に

相
談
し
ま
し
ょ
う

　

消
費
生
活
問
題
に
巻
き
込
ま
れ
た
場

合
、
慌
て
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
相
談

窓
口
を
検
索
し
、
信
用
性
が
不
明
な
有

料
の
事
務
所
に
連
絡
を
取
っ
て
、
個
人

情
報
が
知
ら
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
相

談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

公
的
な
相
談
窓
口
が
解
決
の
た
め
に

費
用
を
請
求
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り

ま
せ
ん
。夜
間
等
で
あ
っ
て
も
慌
て
ず
、

後
日
あ
ら
た
め
て
市
役
所
1
階
市
民
生

活
課
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

◎ 

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
は

　

市
民
生
活
課
で
は
、
消
費
生
活
相
談

員
が
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
個
別
の

相
談
室
が
あ
り
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

・ 

市
民
生
活
課 

相
談
係
（
内
線
２
１
１
０
）

・ 

新
潟
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

 

☎
０
２
５
‐
２
８
５
‐
４
１
９
６

ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
な
い
で

「
心こ

こ

カ
フ
ェ
絆
」
に

話
し
に
来
ま
せ
ん
か

　

「
何
と
な
く
学
校
に
行
き
た
く
な
い
」

「
う
ち
か
ら
出
ら
れ
な
い
」「
仕
事
に
就

く
気
に
な
れ
な
い
」
…
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
で
悩
ん
で
い
る
人
や
そ
の
家
族
の

皆
さ
ん
が
気
軽
に
集
ま
り
、
安
心
し
て

気
持
ち
を
語
り
合
え
る
お
し
ゃ
べ
り
の

場
で
す
。

　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守
し
ま
す
。
ど

う
ぞ
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
4
月
10
日
（
日
）
午
前
10
時

〜
正
午

※ 

都
合
の
つ
く
時
間
に
お
い
で
く
だ
さ

い
。

※ 

開
催
日
は
、
偶
数
月
が
第
2
日
曜
の

午
前
10
時
〜
正
午
、
奇
数
月
が
第
2

金
曜
の
午
後
7
時
〜
9
時
で
す
。

▼
会
場
＝
天
朝
山
文
化
交
流
の
家

▼
参
加
費
＝
１
０
０
円
（
茶
菓
代
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市
民

ネ
ッ
ト
あ
が
の　

蛭え
び

子す

☎
62
‐
０
６
４
９募 　

集 

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
を
募
集

　

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
が
改

正
さ
れ
、4
月
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
改
正
内
容
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

○ 

農
業
委
員
会
業
務
の
重
点
化

　

農
業
委
員
会
の
業
務
の
重
点
は
、
農

地
利
用
の
最
適
化
の
推
進
で
あ
る
こ
と

の
明
確
化
。

○ 

農
業
委
員
の
選
出
方
法
の
変
更

　

地
域
の
農
業
を
リ
ー
ド
す
る
担
い
手

が
、
透
明
な
過
程
を
経
て
確
実
に
就
任

す
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
市
議
会
の
同

意
を
要
件
と
す
る
市
長
の
任
命
制
に
変

更
。
過
半
を
認
定
農
業
者
と
し
、
農
業

委
員
会
業
務
に
利
害
関
係
の
な
い
人
も

含
む
。

○
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
新
設

　

農
業
委
員
と
は
別
に
、
各
地
域
に
お

い
て
農
地
利
用
の
最
適
化
を
推
進
す
る

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
新
設
。

◎ 

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
の
候
補
者
を
募
集
し
ま
す

　

こ
の
法
改
正
に
基
づ
き
、農
業
委
員
・

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
選
任
す

る
に
当
た
り
、
農
業
者
や
農
業
者
が
組

織
す
る
団
体
、
そ
の
他
の
関
係
者
か
ら

候
補
者
を
募
集
し
ま
す
。

◎
農
業
委
員

▼
定
数
＝
19
人

▼
任
期
＝
7
月
20
日
〜
平
成
31
年
7
月

19
日

▼
報
酬
＝
月
額
3
万
９
７
０
０
円

▼
主
な
業
務
＝
農
地
に
係
る
許
認
可
や

農
地
利
用
の
最
適
化
の
推
進
等

◎ 

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

▼
定
数
＝
19
人

▼
任
期
＝
農
業
委
員
会
が
委
嘱
し
た
日

〜
平
成
31
年
7
月
19
日

▼
報
酬
＝
月
額
3
万
円

▼
主
な
業
務
＝
農
地
法
や
農
業
委
員
会

等
に
関
す
る
法
律
で
規
定
さ
れ
る
業
務

等
（
農
地
の
利
用
集
積
の
推
進
、
耕
作

放
棄
地
の
発
生
防
止
・
解
消
、
農
地
利

用
状
況
調
査
等
）

◎
共
通
事
項

▼
募
集
方
法
＝
推
薦
ま
た
は
応
募

▼
推
薦
・
応
募
資
格
＝
農
業
に
関
す
る

識
見
を
有
し
、
農
地
等
の
利
用
の
最
適

化
の
推
進
に
関
す
る
事
項
、
そ
の
他
の

農
業
委
員
会
の
所
掌
に
関
す
る
事
項
に

関
し
、
そ
の
職
務
を
適
切
に
行
う
こ
と

が
で
き
る
人
。
た
だ
し
、
破
産
手
続
開

始
の
決
定
を
受
け
て
復
権
を
得
な
い
人

や
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の

執
行
を
終
わ
る
ま
で
、
ま
た
は
そ
の
執

行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の

人
は
な
れ
ま
せ
ん
。

▼
推
薦
・
応
募
方
法
＝
推
薦
・
応
募
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
安
田

支
所
2
階
農
業
委
員
会
事
務
局
に
持
参

ま
た
は
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
書
・
募
集
要
項
は
農
業
委
員
会
事

務
局
に
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
受
付
期
間
＝
4
月
7
日
（
木
）
〜
5

月
6
日
（
金
）
※
郵
送
の
場
合
は
必
着

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
農
業
委

員
会
事
務
局　

☎
68
‐
３
２
３
８

〒
９
５
９
‐
２
２
９
２
（
住
所
不
要
）

声
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

音
声
訳
奉
仕
員
養
成
講

座
（
初
級
）
受
講
者
募
集

　

目
の
不
自
由
な
人
の
た
め
に
「
書
か

れ
て
い
る
文
字
・
図
・
表
・
写
真
等
を

音
声
に
変
え
て
伝
え
る
音
声
訳
の
方

法
」「
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
の
デ
ジ
タ

ル
録
音
の
技
術
」「
音
声
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
心
得
」
を
学
ん
で
も
ら
う
た
め
、

新
潟
県
の
委
託
に
よ
り
実
施
す
る
講
座

で
す
。

　

終
了
後
は
、
主
に
地
域
の
広
報
紙
等

を
音
声
訳
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

活
動
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
＝
5
月
10
日
〜
7
月
12
日
の
毎

週
火
曜
、午
前
10
時
〜
正
午
（
全
10
回
）

▼
会
場
＝
福
祉
会
館

▼
対
象
＝
音
声
訳
の
基
本
知
識
を
習
得

し
て
将
来
音
声
訳
奉
仕
員
を
志
す
、
全

日
程
を
受
講
で
き
る
人

▼
定
員
＝
先
着
20
人
程
度

▼
受
講
料
＝
無
料
（
た
だ
し
、
資
料
代

８
０
０
円
が
必
要
）

▼
応
募
方
法
＝
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
新
潟
県
点
字
図
書
館
へ
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
・
講
座
の

要
綱
は
、
市
役
所
1
階
社
会
福
祉
課
、

京
ヶ
瀬
支
所
1
階
市
社
会
福
祉
協
議
会

に
あ
る
ほ
か
、
新
潟
県
点
字
図
書
館

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（「
新
潟
県
点
字
図
書

館
」
で
検
索
）
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

▼
そ
の
他
＝
5
月
17
日
（
火
）、
24
日

（
火
）
の
午
後
1
時
〜
2
時
30
分
は
、

希
望
者
を
対
象
に
パ
ソ
コ
ン
の
実
技
講

習
を
行
い
ま
す
。

▼
応
募
期
限
＝
4
月
23
日
（
土
）
必
着

▼
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

新
潟
県
点
字
図
書
館　

狩か

の

う野　

☎
０
２
５
‐
３
８
１
‐
８
１
１
１

〒
９
５
０
‐
０
１
２
１　

新
潟
市
江
南

区
亀
田
向
陽
1
‐
9
‐
1
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募 　

集 
安
田
瓦
を

利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

市
で
は
、
地
場
産
業
の
活
性
化
や
景

気
・
雇
用
の
回
復
を
図
る
た
め
、
今
年

度
も
補
助
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

▼
事
業
名
＝
安
田
瓦
普
及
助
成
事
業

▼
対
象
者

　

次
の
全
て
の
要
件
を
満
た
す
人

・ 

市
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
人
ま
た

は
市
内
に
住
所
を
有
す
る
予
定
で
あ

る
人

・ 

市
税
、
下
水
道
受
益
者
負
担
金
等
を

滞
納
し
て
い
な
い
人

・ 

工
事
に
お
い
て
発
生
し
た
廃
棄
物
等

を
適
正
な
方
法
で
処
理
す
る
人

・ 

こ
の
補
助
金
の
交
付
を
こ
れ
ま
で
受

け
て
い
な
い
人

・ 

平
成
29
年
3
月
31
日
ま
で
に
工
事
を

完
了
す
る
人

▼
対
象
瓦
等

・ 

市
内
で
製
造
・
販
売
さ
れ
た
安
田
瓦

で
あ
る
こ
と

・ 

使
用
す
る
瓦
の
価
格
が
20
万
円
以
上

で
あ
る
こ
と

※ 

瓦
代
金
（
税
込
み
）
の
み
が
補
助
対

象
。
工
事
費
な
ど
そ
の
他
の
経
費
は

補
助
対
象
外
で
す
。

・ 

市
内
に
建
築
ま
た
は
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る

建
物
（
住
宅
以
外
も
可
）
で
あ
る
こ
と

▼
補
助
金
額
＝
使
用
し
た
瓦
の
価
格
の

10
分
の
1
（
10
万
円
を
限
度
）

▼
そ
の
他

・ 

事
前
申
請
が
必
要
で
す
。
申
請
時
点

で
着
手
し
て
い
る
工
事
や
申
請
手
続

き
中
に
着
手
す
る
工
事
は
、
補
助
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

・  

申
請
が
予
算
枠
に
達
し
た
場
合
、
受

け
付
け
を
終
了
し
ま
す
。

・ 

募
集
要
項
や
申
請
書
等
は
商
工
観
光

課
に
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※ 

昨
年
度
実
施
し
た
「
住
宅
用
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
費
補
助
事
業
」

は
、
本
年
度
実
施
し
ま
せ
ん
。

▼
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
＝
商
工
観
光

課 

商
工
振
興
係
（
内
線
２
３
５
１
）

虹
の
架
け
橋
住
宅
取
得
支
援
事
業

夢
の
マ
イ
ホ
ー
ム
取
得

を
支
援
し
ま
す

　

市
で
は
、
市
内
に
住
宅
を
取
得
す
る
人

に
対
し
て
支
援
す
る
「
虹
の
架
け
橋
住

宅
取
得
支
援
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
補
助
対
象
者
＝
次
の
全
て
に
該
当
す

る
人

・ 

平
成
28
年
4
月
1
日
現
在
で
年
齢
が

45
歳
未
満
の
人

・ 

自
ら
居
住
の
用
に
供
す
る
た
め
に
本

市
に
住
宅
を
取
得
し
、
そ
の
住
宅
に

2
人
以
上
で
居
住
す
る
人

・ 

過
去
に
こ
の
事
業
に
よ
る
補
助
金
の

交
付
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
人

・ 

住
宅
の
取
得
が
公
共
補
償
等
に
よ
ら

な
い
人

・ 

市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人
。
転
入

者
に
あ
っ
て
は
、
転
入
前
の
市
町
村

税
に
滞
納
が
な
い
人

・ 

自
己
の
名
義
で
住
宅
を
登
記
す
る
人

（
共
有
名
義
で
登
記
す
る
場
合
は
、
申

請
者
が
2
分
の
1
以
上
の
持
分
を
有

す
る
人
）

▼
補
助
金
額

・ 

転
入
者
… 

最
高
１
０
０
万
円

・ 

市
内
在
住
者
…
最
高
70
万
円

▼
受
付
開
始
＝
4
月
11
日
（
月
）

▼
そ
の
他
＝
新
築
・
改
築
の
場
合
は
、
事

前
に
申
請
が
必
要
で
す
。
申
請
時
点
で

着
手
し
て
い
る
工
事
や
申
請
手
続
き
中

に
着
手
す
る
工
事
は
、
補
助
の
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。
中
古
・
建
て
売
り
の
場
合

は
、
契
約
後
3
か
月
以
内
に
申
請
が
必

要
で
す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼

提

出

先
・
問

い

合

わ

せ

＝

建

設
課 

都
市
計
画
建
築
係
（
内
線

２
３
１
７
・
２
３
１
８
）

リ
フ
ォ
ー
ム
費
用
の

一
部
を
補
助
し
ま
す

◎
空
き
家
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業

▼
補
助
対
象
者
＝
市
の
空
き
家
バ
ン
ク

制
度
実
施
要
綱
に
基
づ
き
、
空
き
家
バ

ン
ク
に
登
録
さ
れ
て
い
る
住
宅
を
所
有

し
て
い
る
人

▼
補
助
対
象
住
宅

・ 

市
の
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
実
施
要
綱

に
基
づ
き
、
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録

さ
れ
て
い
る
住
宅

・ 

貸
借
ま
た
は
売
買
の
相
手
方
が
確
定

し
て
い
る
住
宅

▼
補
助
金
額
＝
補
助
対
象
工
事
費
の

50
％
。
た
だ
し
、
50
万
円
を
限
度
額
と

し
ま
す
。

◎
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業

▼
補
助
対
象
者

・ 

市
内
に
居
住
し
、
住
民
登
録
を
有
す

る
人
（
空
き
家
住
宅
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
、

市
内
に
定
住
す
る
市
外
在
住
者
を
含
む
）

※ 

以
前
本
事
業
を
利
用
し
、
補
助
金
交

付
額
が
上
限
に
満
た
な
い
人
も
対
象

と
な
り
ま
す
。

▼
補
助
対
象
住
宅

・ 

補
助
対
象
者
が
市
内
に
所
有
す
る
１

戸
建
て
住
宅
で
、
自
ら
居
住
し
て
い
る

も
の
（
共
同
住
宅
・
賃
貸
住
宅
を
除
く
）。

・ 

個
人
が
定
住
を
目
的
と
し
て
再
生
す

る
市
内
の
空
き
家
住
宅
。

▼
補
助
対
象
工
事
＝
工
事
費
が
20
万
円

以
上
で
、
次
の
よ
う
な
工
事

・ 

住
宅
の
修
繕
・
補
修
・
改
修
・
増
築
や
、

壁
紙
の
張
り
替
え
、
屋
根
・
外
壁
の

塗
り
替
え

・ 

住
宅
の
防
犯
用
設
備
、
フ
ェ
ン
ス
の

設
置
等
の
防
犯
機
能
の
付
加
・
強
化

・ 

下
水
道
、
農
業
集
落
排
水
へ
の
切
り

替
え
や
屋
根
の
葺
き
替
え

・ 

住
宅
の
増
改
築
に
伴
う
支
障
物
の
撤

去
・
移
動
や
、
下
水
道
接
続
工
事
等

に
伴
う
植
木
や
庭
の
撤
去
・
復
元

・ 

防
犯
目
的
で
の
生
垣
植
栽

▼
施
工
業
者
＝
市
内
に
主
な
事
業
所

（
本
社
）
を
有
し
、
継
続
し
て
事
業
を

実
施
し
て
い
る
者

▼
補
助
金
額

・ 

補
助
対
象
工
事
費
の
20
％
。
た
だ
し

30
万
円
を
限
度
額
と
し
ま
す
。

・ 

多
世
代
世
帯
（
親
・
子
・
孫
が
同
居

す
る
世
帯
）
に
該
当
す
る
人
は
、
限

度
額
が
20
万
円
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

※ 

以
前
に
本
事
業
に
よ
る
補
助
を
受
け
、

補
助
額
が
上
限
に
満
た
な
い
場
合
は
、

そ
の
差
額
分
を
上
限
額
と
し
ま
す
。

◎
共
通
事
項

▼
申
請
方
法
＝
所
定
の
申
請
書
に
必
要

事
項
を
記
入
・
押
印
の
上
、
必
要
書
類

を
添
え
て
建
設
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
募
集
要
項
や
申
請
書
等
は
建
設
課

に
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
受
付
開
始
＝
4
月
11
日
（
月
）

▼
そ
の
他

・ 

店
舗
・
事
務
所
併
用
住
宅
の
場
合
は
、

住
宅
部
分
の
み
が
補
助
対
象
と
な
り

ま
す
。

・ 

申
請
が
予
算
枠
に
達
し
た
場
合
は
、

受
け
付
け
を
終
了
し
ま
す
。

・ 

事
前
申
請
が
必
要
で
す
。
申
請
時
点
で

着
手
し
て
い
る
工
事
や
申
請
手
続
き
中

に
着
手
す
る
工
事
は
、
補
助
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

・ 

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
・
下
水
道

受
益
者
負
担
金
・
集
落
排
水
事
業
分

担
金
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
や
、

火
災
警
報
器
の
設
置
、
下
水
道
へ
の

接
続
な
ど
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。

▼
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
＝
建

設
課 

都
市
計
画
建
築
係
（
内
線

２
３
１
７
・
２
３
１
８
）

市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

瓢
湖
あ
や
め
ま
つ
り

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

参
加
団
体
募
集

　

瓢
湖
あ
や
め
ま
つ
り
の
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
団
体
を
募
集
し
ま

す
。

　

歌
・
ダ
ン
ス
な
ど
ジ
ャ
ン
ル
は
問
い

ま
せ
ん
。
み
ん
な
で
瓢
湖
あ
や
め
ま
つ

り
を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
＝
6
月
19
日
（
日
）
午
前
10
時

〜
午
後
3
時
（
予
定
）

▼
応
募
資
格
＝
5
分
〜
15
分
程
度
で
発

表
で
き
る
内
容
を
持
つ
市
内
在
住
・
在

勤
者
を
含
む
団
体
等

▼
応
募
方
法
＝
所
定
の
参
加
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
商
工
観
光
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
商

工
観
光
課
に
あ
り
ま
す
。

▼
応
募
期
限
＝
4
月
18
日
（
月
）

▼
そ
の
他
＝
参
加
希
望
団
体
が
多
数
の

場
合
、
あ
や
め
ま
つ
り
運
営
委
員
会
で

選
考
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
＝
商
工
観
光

課 

観
光
係
（
内
線
２
３
４
５
）

食
Ｋ
ｉ
ｎ
ｇ
‐
Ａ
ｇ
ａ
ｋ
ｉ
ｔ
ａ

出
店
者
募
集

　

阿
賀
北
地
域
の
食
材
、
こ
だ
わ
り
の

逸
品
を
一
堂
に
集
め
た
食
の
祭
典
を
開

催
し
ま
す
。
あ
な
た
の
店
自
慢
の
グ
ル

メ
、
ス
イ
ー
ツ
、
総
菜
を
Ｐ
Ｒ
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
＝
6
月
25
日
（
土
）、26
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

▼
会
場
＝
ア
イ
ネ
ス
し
ば
た
（
新
発
田

市
・
県
立
新
発
田
病
院
跡
地
の
公
園
）

▼
主
な
出
店
資
格

・・ 

阿
賀
北
地
域
に
飲
食
店
舗
ま
た
は
販

売
店
舗
を
有
す
る
こ
と

・・ 

阿
賀
北
地
域
に
拠
点
を
置
い
た
製
造

所
を
有
す
る
こ
と

・・ 

主
催
者
・
出
店
者
間
の
連
携
に
つ
い

て
協
力
す
る
こ
と

・・ 

2
日
間
出
店
が
可
能
な
こ
と

▼
出
店
料
＝
1
万
円
（
広
告
宣
伝
費
、

電
気
代
、
水
道
代
等
込
み
）

▼
募
集
店
舗
数

・・ 

い
ち
お
し
グ
ル
メ
部
門
…
10
店
舗

・・ 

絶
品
惣
菜
部
門
…
15
店
舗

・・ 

逸
品
素
材
・
ス
イ
ー
ツ
部
門
…
15
店
舗

▼
申
込
期
限
＝
4
月
15
日
（
金
）

▼
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
＝
食
Ｋ
ｉ
ｎ

ｇ
‐
Ａ
ｇ
ａ
ｋ
ｉ
ｔ
ａ
開
催
実
行
委
員

会
（
商
工
観
光
課
内
・
内
線
２
３
４
４
）

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

設
置
事
業
所
等
登
録
制

度
を
開
始
し
ま
す

  　　

Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
事
業
所
等
登
録
制
度
と

は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
て
い
る
市
内
事

業
所
等
を
登
録
し
、
こ
れ
を
公
表
す
る

こ
と
で
、
救
命
率
の
向
上
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
設

置
事
業
所
等
の
拡
大
を
図
り
、
安
全
安

心
な
環
境
を
整
え
る
こ
と
を
目
的
に
し

て
い
ま
す
。
地
域
の
助
け
合
い
で
一
人

で
も
多
く
の
命
を
救
う
た
め
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
提
供
に
協
力
で
き
る
事
業
所
等
を
随

時
募
集
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
登
録
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
消
防
本
部
で
は
、
市
民
が
適

切
な
応
急
手
当
て
を
行
え
る
よ
う
、
事

業
所
や
自
治
会
な
ど
を
対
象
に
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
使
い
方
な
ど
を
学
ぶ
救
命
講
習
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
希
望
す
る
団
体

は
、
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
消
防
本

部 

防
災
課

平
成
28
年
度

新
潟
県
警
察
官
採
用
試
験

▼
募
集
職
種
・
採
用
予
定
人
数

①
警
察
官
Ａ
採
用
（
大
学
卒
業
者
）

・ 

男
性
警
察
官
Ａ
…
80
人
程
度

・ 

女
性
警
察
官
Ａ
…
10
人
程
度

・ 

男
性
警
察
官
Ａ
（
武
道
・
柔
道
）
…

1
人
程
度 

・ 

男
性
警
察
官
Ａ
（
武
道
・
剣
道
）
…

1
人
程
度

・ 

女
性
警
察
官
Ａ
（
武
道
・
柔
道
）
…

1
人
程
度 

・ 

女
性
警
察
官
Ａ
（
武
道
・
剣
道
）
…

1
人
程
度

② 

警
察
官
Ｂ
採
用
（
大
学
卒
業
者
以
外
）

・ 

男
性
警
察
官
Ｂ
…
10
人
程
度

・ 

女
性
警
察
官
Ｂ
…
2
人
程
度

▼
採
用
予
定
年
月
日
＝
平
成
29
年
4
月

1
日
〔
警
察
官
Ａ
の
既
卒
者
の
み
、
本

人
の
意
向
を
確
認
し
、
平
成
28
年
10
月

1
日
の
採
用
あ
り
〕

▼
一
次
試
験
＝
5
月
8
日
（
日
）

▼
受
付
期
間
＝
4
月
7
日
（
木
）
午
後

5
時
15
分
ま
で

※
郵
送
の
場
合
、
当
日
消
印
有
効

▼
そ
の
他
＝
受
験
資
格
や
日
程
な
ど
詳

し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

・ 

新
潟
県
警
察
本
部 

警
務
課 

採
用
係

☎
０
２
５
‐
２
８
０-

０
３
３
４

・ 

阿
賀
野
警
察
署　

☎
63
‐
０
１
１
０

平
成
28
年
度

調
理
師
試
験
の
案
内

▼
試
験
日
時
＝
7
月
12
日
（
火
）
午
後

1
時
〜
3
時
30
分

▼
試
験
地
＝
新
潟
市
、
長
岡
市
、
上
越

市
、
南
魚
沼
市
（
阿
賀
野
市
が
住
所
地

の
場
合
は
新
潟
市
）

▼
受
験
願
書
の
配
布
＝
4
月
11
日
（
月
）

か
ら
、各
地
域
振
興
局
健
康
福
祉
（
環
境
）

部
、
新
潟
市
保
健
所
で
配
布
し
ま
す
。

▼
受
験
願
書
の
提
出
場
所
＝
住
所
地
を

所
管
す
る
地
域
振
興
局
健
康
福
祉
（
環

境
）
部
〔
阿
賀
野
市
が
住
所
地
の
場
合

は
新
発
田
地
域
振
興
局
健
康
福
祉
環
境

部
（
新
発
田
市
豊
町
3
‐
3
‐
2
）〕

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
験
願
書
の
提
出
期
間
＝
5
月
16
日

（
月
）
〜
23
日
（
月
）

▼
そ
の
他
＝
住
所
地
に
よ
り
試
験
地
・

受
験
願
書
の
提
出
場
所
が
異
な
り
ま

す
。
阿
賀
野
市
以
外
が
住
所
地
の
場
合

は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
新
発
田
地
域
振
興
局 

健
康
福
祉
環
境
部
（
新
発
田
保
健
所
）

☎
０
２
５
４
‐
26
‐
９
１
３
２

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
阿
賀
野
市
総
合
型
ク
ラ
ブ

参
加
者
募
集

◎
親
子
硬
式
テ
ニ
ス
教
室

　

親
子
一
緒
に
テ
ニ
ス
を
楽
し
み
ま
し

ょ
う
。
初
心
者
も
大
歓
迎
で
す
。

▼
日
時
＝
5
月
11
日
〜
6
月
15
日
の
毎

週
水
曜
、
午
後
7
時
〜
8
時
30
分
（
全

6
回
）

▼
会
場
＝
水
原
屋
内
運
動
場

▼
対
象
＝
小
学
生
以
上
の
児
童•

生
徒

と
そ
の
保
護
者

▼
定
員
＝
先
着
15
組

▼
参
加
費
＝
会
員
（
中
学
生
ま
で
）

３
０
０
円
／
回
、
会
員
（
一
般
）・
非

会
員
５
０
０
円
／
回
（
保
険
料
込
み
）

▼
そ
の
他
＝
ラ
ケ
ッ
ト
を
無
料
で
貸
し

出
し
ま
す
。
申
し
込
み
時
に
申
し
出
く

だ
さ
い
。

▼
共
催
＝
市
教
育
委
員
会

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
阿
賀
野
市
総
合
型
ク
ラ
ブ
事
務
局

（
笹
神
体
育
館
内
・
平
日
、
午
前
9
時

〜
午
後
5
時
）　

☎
61
‐
２
１
１
１

度

・・・・平調
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市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（広 告）

市
民
の
掲
示
板

国
道
49
号

ク
リ
ー
ン
大
作
戦
!!

　

阿
賀
野
市
を
大
切
に
し
た
い
、
き
れ

い
に
し
た
い
と
思
う
人
た
ち
の
交
流
と

環
境
美
化
活
動
を
目
的
に
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
「
富ふ

栄え
い

人じ
ん

」
で
は
、
毎
年

ク
リ
ー
ン
大
作
戦
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
安
田
地
区
の
小
松
か
ら
京
ヶ

瀬
地
区
の
下
黒
瀬
ま
で
、
市
を
縦
断
す

る
20
㎞
弱
の
国
道
49
号
を
８
つ
の
区
間

に
分
か
れ
て
大
規
模
な
ゴ
ミ
拾
い
を
行

い
ま
す
。
動
き
や
す
い
服
装
の
上
、
気

軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
4
月
24
日
（
日
）
午
前
9
時

〜
正
午
（
午
前
8
時
30
分
集
合
）

※
小
雨
決
行

▼
集
合
場
所
＝
市
役
所
正
面
玄
関
前

▼
持
ち
物
＝
軍
手
、
ト
ン
グ
、
飲
み
物

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要
。集
合
後
、

各
区
間
を
受
け
持
つ
班
に
振
り
分
け
、

ス
タ
ッ
フ
が
送
迎
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
富
栄
人　

山
口

☎
０
９
０
‐
４
３
７
５
‐
６
２
９
６

元
気
な
ひ
と
作
り
野
菜
作

り
講
演
会

　

食
べ
物
が
健
康
な
体
と
健
全
な
精
神

を
養
う
こ
と
は
、
昔
か
ら
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
知
識
と
し
て
、
農
薬
・
除
草
剤

を
使
わ
ず
、
元
気
な
土
に
戻
し
、
元
気

な
野
菜
を
食
べ
る
こ
と
で
、
体
も
心
も

元
気
に
な
る
と
は
知
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
を
実
行
す
る
た
め
に
は
大
変
そ

う
だ
と
感
じ
て
い
る
人
、
ぜ
ひ
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
4
月
25
日
（
月
）
午
後
6
時

〜
8
時
30
分
（
午
後
5
時
30
分
開
場
）

▼
会
場
＝
サ
ン
ト
ピ
ア
牧
場
「
レ
ス
ト

ハ
ウ
ス
」（
草
水
１
１
０
１
‐
1
）

▼
講
師
＝
吉
田
俊
道
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

大
地
と
い
の
ち
の
会
理
事
長
、
長
崎
県

環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

▼
定
員
＝
先
着
50
人

▼
参
加
費
＝
2
千
円

▼
申
込
期
限
＝
4
月
20
日
（
水
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
新
潟
ラ
イ
ト　

☎
62
‐
０
２
４
１

米
沢
市
史
跡
巡
り

　

揚あ
が

北き
た

4
武
将
（
水
原
親ち

か

憲の
り

・
千ち

坂さ
か

影か
げ

親ち
か

・
安や

す

田だ

長な
が

秀ひ
で

・
下げ

じ
ょ
う条
忠た

だ

親ち
か

）
の
お
墓

や
戦
国
時
代
の
史
跡
巡
り
を
し
ま
せ
ん

か
？

　

当
日
は
上
杉
神
社
の
例
大
祭
が
行
わ

れ
、
上
杉
神
社
で
上
杉
砲
術
隊
の
発
砲

見
学
や
上
杉
砲
術
隊
を
は
じ
め
米
沢
市

の
皆
さ
ん
と
交
流
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時
＝
4
月
29
日
（
金
・
祝
）
午
前

6
時
集
合

▼
集
合
場
所
＝
市
役
所
正
面
玄
関
前

▼
定
員
＝
先
着
20
人

▼
参
加
費
＝
4
千
円
（
交
通
費
・
昼
食
・

交
流
会
費
）

※ 

見
学
料
は
実
費
と
な
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
阿
賀
野

市
民
ま
つ
り
を
創
る
会　

 

高
橋

☎
０
８
０
‐
６
６
３
７
‐
１
３
４
８
（
午

後
7
時
〜
9
時
受
付
）

Ｙ
ｏ
ｇ
ａ
ク
ラ
ブ
あ
が
の

ヨ
ガ
教
室
無
料
体
験
会

　

ゆ
っ
た
り
と
体
を
ほ
ぐ
す
ヨ
ガ
で

す
。
毎
年
、
無
料
体
験
の
後
、
新
し
い

仲
間
が
増
え
て
い
ま
す
。

▼
日
時
＝
5
月
11
日
〜
25
日
の
毎
週
水

曜
、
午
後
７
時
30
分
〜
9
時
（
午
後
7

時
〜
受
付
）

※ 

期
間
中
、何
回
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▼
会
場
＝
安
田
公
民
館
2
階「
憩
い
室
」

▼
参
加
費
＝
2
千
円
／
月
（
6
月
〜
）

▼
服
装
＝
運
動
の
で
き
る
服
装

▼
持
ち
物
＝
飲
み
物
、
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
（
あ

る
人
の
み
。な
い
人
に
は
貸
し
出
し
ま
す
）

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
齋
藤　

☎
68
‐
４
０
６
７

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

▼
日
時
＝
4
月
5
日
か
ら
毎
週
火
曜
、

午
後
7
時
30
分
〜
8
時
30
分

▼
会
場
＝
京
ヶ
瀬
中
学
校
「
体
育
館
」

▼
参
加
費
＝
２
５
０
０
円
／
月

▼
持
ち
物
＝
バ
ス
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、

運
動
靴
、
ダ
ン
ベ
ル
（
あ
る
人
の
み
。

３
週
目
に
使
用
し
ま
す
）

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要

▼
問
い
合
わ
せ
＝
京
ヶ
瀬
エ
ア
ロ
ビ
ク

ス
レ
デ
ィ
ー
ス　

渡
辺　

☎
０
９
０
‐
７
１
９
０
‐
８
０
３
５

春
城
会
か
ら
お
知
ら
せ

◎
「
春
城
忌
」
を
開
催
し
ま
す

　

郷
土
の
偉
人
「
市
島
春
城
」
が
、
没

後
70
年
・
73
回
忌
を
迎
え
ま
す
。

▼
日
時
＝
4
月
21
日
（
木
）
午
後
1
時

30
分
〜

▼
会
場
＝
浄
念
寺
（
新
発
田
市
五
十
公

野
１
９
４
５
）

▼
そ
の
他
＝
午
後
3
時
30
分
〜
、
割
烹

魚
源
（
中
島
町
8
‐
15
）
で
お
斎
を
開

催
し
ま
す
。
参
加
費
な
ど
詳
し
く
は
、

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
「
春
城
」
の
随
筆
を
読
む
会

　

郷
土
の
偉
人
「
市
島
春
城
」
の
随
筆

を
読
む
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
4
月
26
日
（
火
）
午
前
10
時

〜
正
午

▼
会
場
＝
水
原
ふ
る
さ
と
農
業
歴
史
資

料
館

▼
内
容
＝
随
筆
「
文
人
、墨ぼ

っ

客か
く

を
語
る
」

よ
り
「
琳り

ん

派ぱ

の
画
家
・
池
田
孤こ

村そ
ん

」

▼
参
加
費
＝
２
０
０
円
（
茶
菓
代
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
春
城
会　

中
村　

☎
62
‐
７
０
３
８

選
手
＆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス

フ
ロ
ア
ホ
ッ
ケ
ー

▼
日
時
＝
4
月
10
日
（
日
）、24
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
正
午

▼
会
場
＝
京
ヶ
瀬
小
学
校
「
体
育
館
」

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
持
ち
物
＝
運
動
靴
、
手
袋
、
飲
み
物
、

タ
オ
ル

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要
。
運
動
の

で
き
る
服
装
で
参
加
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

日
程
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
確
認
の
上
、
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
主
催
＝
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ス
日
本
・
新
潟
・
阿
賀
野

▼
問
い
合
わ
せ
＝
コ
ス
モ
ス
活
動
所　

山
崎　

☎
63
‐
２
０
５
０

講
座
・
教
室

水
原
ふ
る
さ
と
農
業
歴
史
資
料
館

そ
ば
打
ち
体
験
会

▼
日
時
＝
4
月
17
日
（
日
）
午
前
10
時

〜
正
午
（
毎
月
第
3
日
曜
）

▼
内
容
＝
そ
ば
打
ち
体
験
と
試
食
会

▼
参
加
費
＝
１
５
０
０
円

▼
問
い
合
わ
せ

水
原
ふ
る
さ
と
農
業

歴
史
資
料
館　

☎
63
‐
１
７
２
２

健
康
・
子
育
て

平
成
28
年
度
健
康
づ
く
り
日
程
表

鈴
木
医
院
の
受
付
時
間

変
更
に
つ
い
て

　

3
月
1
日
に
配
布
し
た
「
平
成
28
年

度
健
康
づ
く
り
日
程
表
」
9
ペ
ー
ジ
に

掲
載
の
「
阿
賀
野
市
内
医
療
機
関
一
覧

（
平
成
28
年
4
月
現
在
）」
で
、
鈴
木
医

院
（
保
田
３
３
１
８
‐
5
）
の
受
付
時

間
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

◎
変
更
後

○
月
曜
・
火
曜
・
木
曜
・
金
曜　

　

午
前
8
時
30
分
〜
昼
12
時
30
分

　

午
後
2
時
30
分
〜
5
時

○
水
曜
・
土
曜

　

午
前
8
時
30
分
〜
昼
12
時
30
分

◎
変
更
前

○
月
曜
・
火
曜
・
水
曜
・
金
曜　

　

午
前
8
時
30
分
〜
昼
12
時
30
分

　

午
後
2
時
〜
6
時

○
木
曜
・
土
曜

　

午
前
8
時
30
分
〜
昼
12
時
30
分

▼
問
い
合
わ
せ

・ 

健
康
推
進
課
（
内
線
２
６
２
０
）　

・ 

鈴
木
医
院　

☎
61
‐
４
０
５
０

母
子
健
康
手
帳
の
交
付

　

毎
週
水
曜
、
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

に
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー
で
母
子
健
康
手

帳
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
交
付
を
希
望

す
る
人
は
、
医
療
機
関
で
発
行
さ
れ
た

「
妊
娠
届
出
書
」
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

　

水
曜
以
外
に
母
子
健
康
手
帳
の
交
付

を
希
望
す
る
場
合
は
、
交
付
日
時
を
調

整
し
ま
す
の
で
、
事
前
に
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課 

母
子

係
（
内
線
２
６
３
８
）

子
育
て
親
子
カ
フ
ェ

「
花
ど
け
い
」

　

毎
日
育
児
を
頑
張
っ
て
い
る
皆
さ

ん
。「
花
ど
け
い
」
で
子
ど
も
を
思
い

切
り
遊
ば
せ
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
お
茶

し
ま
ん
か
？

　

子
育
て
の
ベ
テ
ラ
ン
が
そ
ろ
う
「
子

育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
〝
い
ち
ご
み

る
く
〞」
が
子
ど
も
の
保
育
を
サ
ポ
ー

ト
。
季
節
に
合
わ
せ
た
イ
ベ
ン
ト
も
用

意
し
、
家
庭
的
な
雰
囲
気
の
中
で
ワ
イ

ワ
イ
楽
し
く
や
っ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
気
軽
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ

い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時
＝
4
月
11
日
（
月
）、25
日
（
月
）

午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
会
場
＝
あ
が
の
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
こ
に
こ
（
岡
山
町
13
‐
23
・
旧

水
原
郷
病
院
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
）

▼
内
容

○ 

4
月
11
日
（
月
）
※
共
通
メ
ニ
ュ
ー

「
自
由
遊
び
の
日
」

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
わ
ら
べ
歌
遊

び
、
手
遊
び
、
絵
本
が
い
っ
ぱ
い
の
ミ

ニ
図
書
館
も
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
子

ど
も
が
自
由
に
遊
べ
る
お
も
ち
ゃ
も
た

く
さ
ん
用
意
し
て
い
ま
す
。

○ 

4
月
25
日
（
月
）
※
月
別
メ
ニ
ュ
ー

「
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
ね
」

　

楽
し
い
お
も
ち
ゃ
や
ス
タ
ッ
フ
に

よ
る
催
し
物
が
た
く
さ
ん
。「
花
ど
け

い
」
っ
て
ど
ん
な
所
と
思
っ
て
る
皆
さ

ん
、ぜ
ひ
一
度
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
＝
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
持
ち
物
＝
マ
イ
カ
ッ
プ
（
保
護
者

用
）、
保
育
に
必
要
な
も
の
（
お
む
つ
、

帯
な
ど
）

※ 

子
ど
も
の
飲
み
物
が
必
要
な
人
は
各

自
用
意
く
だ
さ
い
（
お
や
つ
は
遠
慮

く
だ
さ
い
）。

◎
一
緒
に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
〝
い
ち

ご
み
る
く
〞
で
は
、
一
緒
に
活
動
す
る

仲
間
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ど
な
た
で

も
大
歓
迎
で
す
。

▼
主
催
＝
子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

〝
い
ち
ご
み
る
く
〞

▼
問
い
合
わ
せ
＝
あ
が
の
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
に
こ
に
こ　

☎
62
‐
５
５
８
１

（広 告）

♥
地
産
地
消　

阿
賀
野
の
恵
み　

米
・
大
豆
・
牛
乳
・
野
菜

食
育
メ
ッ
セ
ー
ジ

ローンサンデー相談会 ローンサンデー相談会 のご案内のご案内

開催
日時

開催
店舗

4月 10日（日）午前9時～午後3時

本店（阿賀野市土橋297番地）
　　　　　 ☎ 62-1000

ＪＡ北蒲みなみＪＡ北蒲みなみ

　　　　 「ＪＡとの取り引きはこれから」というお客様も、
　　　　 気軽にお問い合わせ・ご相談ください。

親ち
かやかれ見の

サンポウ福祉タクシーサンポウ福祉タクシー
運賃料金（中型車）ストレッチャー可

人にやさしい人にやさしい

 ・初乗り運賃　650 円　1割引きで 580 円

 ・加算運賃　90 円 ・時間制　30 分 3,050 円

 ・迎車料金　無料 ・障害者割引　1割引き

☎ 070-4128-1234　

阿賀野市猫山 434　代表 宮尾 正彦
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健
康
・
子
育
て

病
児
保
育
事
業

利
用
登
録
の
再
申
請
に

つ
い
て

　

病
児
保
育
事
業
と
は
、
保
護
者
が
勤

務
等
の
都
合
に
よ
り
家
庭
で
の
保
育
が

困
難
な
場
合
、
病
気
の
治
療
中
ま
た
は

病
気
の
回
復
期
に
至
ら
な
い
児
童
を
、

専
用
の
施
設
で
一
時
的
に
お
預
か
り
す

る
事
業
で
す
。

　

市
で
は
、
あ
が
の
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
こ
に
こ
（
岡
山
町
13
‐
23
・
旧

水
原
郷
病
院
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
）
2

階
に
病
児
保
育
室
「
お
ひ
さ
ま
」
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
施
設
の
利
用
登
録
は
、
年
度
ご

と
に
申
請
が
必
要
で
す
。
現
在
登
録
し

て
い
る
人
で
、
平
成
28
年
度
も
継
続
し

て
利
用
を
希
望
す
る
場
合
は
、
再
度
申

請
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
申
請
方
法
＝
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
・
押
印
の
上
、
病
児
保
育
室
「
お

ひ
さ
ま
」
ま
た
は
市
役
所
1
階
社
会
福

祉
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書

は
提
出
先
に
あ
る
ほ
か
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

・ 

病
児
保
育
室
「
お
ひ
さ
ま
」

　

☎
63
‐
８
０
５
１

・ 

社
会
福
祉
課 

児
童
福
祉
係
（
内
線

２
１
５
１
）

4
月
の
お
は
な
し
会

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
わ
ら
べ
歌
、

手
遊
び
を
行
い
ま
す
。

◎
お
は
な
し
の
じ
か
ん

▼
日
時
＝
毎
週
土
曜
、
午
後
2
時
〜

▼
会
場
＝
市
立
図
書
館

◎
お
は
な
し
こ
ん
に
ち
は

▼
日
時
＝
4
月
10
日
（
日
）
午
前
10
時

30
分
〜
（
毎
月
第
2
日
曜
）

▼
会
場
＝
水
原
中
学
校
市
民
図
書
室　

☎
47
‐
８
０
６
８

日
程
・
相
談

図
書
施
設
休
館
（
室
）
日

◎ 

市
立
図
書
館

▼
期
日
＝
4
月
4
日（
月
）、11
日（
月
）、

18
日
（
月
）、
21
日
（
木
）、
25
日
（
月
）

◎ 

水
原
中
学
校
市
民
図
書
室

▼
期
日
＝
4
月
1

日
（

金

）、

8

日

（
金
）、
15
日
（
金
）、

21
日
（
木
）、
22
日

（
金
）

夜
間
役
所
（
4
月
）

▼
期
日
＝
4
月
6
日
（
水
）、20
日
（
水
）

▼
時
間
＝
午
後
7
時
ま
で

▼
場
所
＝
市
役
所
1
階 

市
民
生
活
課

▼
内
容
＝
戸
籍
、
住
民
票
、
印
鑑
登
録
・

証
明
、通
知
カ
ー
ド
の
記
載
事
項
変
更
、

納
税
、口
座
振
替
手
続
き
等
。
旅
券（
パ

ス
ポ
ー
ト
）
は
交
付
の
み
で
す
。

若
者
の
就
労
支
援

出
張
相
談
所

「
阿
賀
野
サ
テ
ラ
イ
ト
」

　

若
者
の
就
労
支
援
を
行
っ
て
い
る

「
下
越
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」
が
、
出
張
相
談
所
「
阿
賀
野

サ
テ
ラ
イ
ト
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

「
働
き
た
い
け
ど
、
何
か
ら
始
め
た

ら
い
い
か
分
か
ら
な
い
」「
人
付
き
合

い
が
苦
手
で
仕
事
が
長
続
き
し
な
い
」

「
仕
事
に
就
い
て
い
な
い
子
ど
も
の
将

来
が
心
配
」
な
ど
、
就
職
に
つ
い
て
悩

み
の
あ
る
人
は
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
毎
月
第
1
・
第
3
火
曜
、
午

後
2
時
〜
4
時

▼
会
場
＝
水
原
公
民
館
2
階「
研
修
室
」

※ 

4
月
か
ら
、
会
場
が
変
更
に
な
り
ま

し
た
。

▼
対
象
＝
15
歳
〜
39
歳
ま
で
の
人
、
ま

た
は
そ
の
家
族

▼
そ
の
他
＝
相
談
無
料
。
相
談
は
予
約

制
で
1
回
50
分

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
下
越
地

域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
０
２
５
４
‐
28
‐
８
７
３
５
（
祝
日
、

第
2
金
曜
を
除
く
月
曜
〜
金
曜
、
午
前

10
時
〜
午
後
5
時
）

高
齢
者
相
談
窓
口

　

高
齢
者
や
そ
の
家
族
等
が
抱
え
る
心

配
事
・
悩
み
事
の
相
談
を
、無
料
で
行
っ

て
い
ま
す
。（
電
話
・
面
談
い
ず
れ
も
可
）

◎
よ
ろ
ず
相
談

▼
日
時
＝
月
曜
〜
金
曜
、
午
前
9
時
〜

午
後
5
時
（
祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
）

◎
専
門
相
談
（
要
予
約
）

▼
認
知
症
相
談
＝
4
月
7
日
（
木
）、

21
日
（
木
）
午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30

分▼
法
律
相
談
＝
4
月
4
日
（
月
）、
11

日
（
月
）、
18
日
（
月
）、
25
日
（
月
）

午
後
1
時
30
分
〜
4
時

▼
不
動
産
の
鑑
定
・
利
活
用
の
相
談
、

税
金
相
談
＝
相
談
日
時
は
、
そ
の
都
度

調
整
し
ま
す
。

▼
予
約
電
話
番
号

☎
０
２
５
‐
２
８
５
‐
４
１
６
５

▼
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
新
潟
県
高
齢

者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
（
新
潟
市
中
央

区
上
所
2
‐
2
‐
2 

新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン

プ
ラ
ザ
3
階
）

☎
０
２
５
‐
２
８
５
‐
４
１
６
５

医
師
に
よ
る

が
ん
無
料
電
話
相
談

▼
日
時
＝
月
曜
〜
金
曜
、
午
前
10
時
〜

午
後
5
時
（
予
約
制
）
※
診
察
は
し
ま

せ
ん
。
☎
03
‐
３
５
６
２
‐
８
０
１
５

　
　
　
　

―
㈶
日
本
対
が
ん
協
会
―

市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（広 告）

い
つ
で
も
、
誰
で
も
、
ど
こ
か
ら
で
も

自
殺
予
防

新
潟
い
の
ち
の
電
話

　

悩
み
や
相
談
に
24
時
間
応
じ
ま
す
。

▼
相
談
電
話

・ 

新
潟

　

☎
０
２
５
‐
２
８
８
‐
４
３
４
３

・ 

新
発
田

　

☎
０
２
５
４
‐
20
‐
４
３
４
３

・ 

村
上

　

☎
０
２
５
４
‐
53
‐
４
３
４
３

※ 

い
ず
れ
か
の
電
話
番
号

に
お
か
け
く
だ
さ
い
。

年
金
相
談

▼
期
日
＝
4
月
20
日
（
水
）

▼
時
間
＝
午
前
9
時
〜
昼
12
時
30
分

▼
会
場
＝
水
原
総
合
体
育
館
1
階

「
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
」

※
相
談
は
予
約
制

▼
予
約
先
＝
新
発
田
年
金
事
務
所

☎
０
２
５
４
‐
23
‐
２
１
２
８

▼
予
約
時
に
必
要
な
こ
と
＝
氏
名
、
住

所
、
基
礎
年
金
番
号
、
電
話
番
号
、
希
望

の
相
談
開
始
時
間
お
よ
び
相
談
内
容
等

▼
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課 

国
保

年
金
係
（
内
線
２
１
８
２
）

精
神
科
医
に
よ
る

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
会

▼
対
象
＝
こ
こ
ろ
の
病
に
つ
い
て
相
談

し
た
い
人
（
家
族
も
含
む
）

▼
日
時
＝
4
月
26
日
（
火
）
午
後
1
時

30
分
〜
4
時
（
1
人
30
分
程
度
）
※
予

約
制

▼
会
場
＝
新
発
田
地
域
振
興
局

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
新
発
田

地
域
振
興
局 

地
域
保
健
課

☎
０
２
５
４
‐
26
‐
９
１
３
３

保
健
師
に
よ
る

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
日

　

ス
ト
レ
ス
の
多
い
社
会
、
こ
こ
ろ
の

病
で
悩
む
人
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
悩
み
に
、
保
健
師
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
来
所
相
談
、
毎
週
水
曜
・
午

前
9
時
〜
午
後
4
時
（
第
2
・
第
4
水

曜
以
外
は
要
予
約
）
※
相
談
日
以
外
で

も
随
時
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
会
場
＝
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推

進
課　

☎
61
‐
２
４
７
４

長津　久治 81 歳 2.29 保　田

清野ハツミ 92 歳 2.29 外城町

西村　一夫 71 歳 3.1 高　田

渡邊　征士 74 歳 3.3 下条町

関川　陽一 73 歳 3.3 保　田

小 太三郎 90 歳 3.3 中ノ通

吉田　時弘 84 歳 3.5 寺　社

渡邉　富雄 72 歳 3.6 保　田

羽田　一司 73 歳 3.6 保　田

佐藤アイ子 80 歳 3.6 若葉町

地　フミ 86 歳 3.7 飯山新

若月　　了 70 歳 3.7 緑　町

半田　健次 88 歳 3.8 北本町

山賀　キミ 100 歳 3.9 堀　越

横山　正昭 90 歳 3.9 山本新

佐藤　春男 69 歳 3.9 久　保

藤田　英子 88 歳 3.10 保　田

丸山　秀一 82 歳 3.10 野地城

久保田スイ 98 歳 3.11 中央町 1

遠海ムツ子 73 歳 3.12 下　里

渡邉　　登 78 歳 3.12 飯山新

田　忠次 93 歳 3.13 金渕甲

阿部　忠幸 64 歳 3.13 北本町

中野　キイ 86 歳 3.14 山　倉

※
各
種
相
談
所
お
よ
び
窓
口
は
、い
ず
れ
も
相
談
無
料
で
、秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

 氏　名（届出順） 保護者名 住　所

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

水澤　羽
う

音
た

 百津町

伊藤　　蒼
あお

 上　中

馬場　　奨
たすく

 緑　岡

鬼島　崚
りょうせい

成 保　田

桑野　芽
め

依
い

 下　里

新田　琉
る

愛
あ

 北本町

小嶋　絢
あや

斗
と

 小　浮

渡邉　結
ゆ

花
か

 川　岡

田村　天
あま

樹
た

 百　津

池田　慶
けい

太
た

 中島町

本間　　弥
あまね

 中島町

ちゃん

く  ん

く  ん

く  ん

ちゃん

ちゃん

く  ん

ちゃん

ちゃん

く  ん

ちゃん

（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）

高　秀
可奈恵
孝　行
麻　矢
卓

美　涼
政　春
直　子
佑　介
めぐみ
圭　太
加　菜
聡

順　子
和　貴
優　子
文　也
愛

勇　希
優

一　行
景

 氏　名（届出順） 年　齢 死亡月日 住　所

（3月 1日～ 3月 15 日届出分）

◎行政相談

　行政相談は、総務大臣から委嘱を受けた行政相談委員が、国の

仕事、国が県や市町村に委ねている仕事についての苦情など、「住

民と行政との橋渡し」的存在として、問題の解決に努めます。

■市役所 1階「相談室」＝ 4月 11 日（月）午前 10 時～正午

◎弁護士による「法律相談」

※セクハラ、DV、多重債務等も相談可

■ 日程＝毎月第 1、3水曜

　※予約を取り消す場合は、必ず連絡してください。

■時間＝午後 1時 30 分～ 4時 30 分（1人 30 分間）

■会場＝市役所 1階「相談室」

※ 相談にお越しの際は、相談の要点をまとめ、関係資料があれば

持参ください。

※ お急ぎの人は、次の機関等をご利用ください。

①法テラス新潟　☎ 0503383-5420　午前 9時～午後 5時

②新潟県弁護士会　☎ 025-222-5533　午前 10 時～午後 4時

◎問い合わせ

　市民生活課 相談係　☎ 62-2510（内線 2104）

相談料は無料です。気軽に相談ください。

「
う
ぶ
ご
え
」、「
お
く
や
み
」
欄
に
掲
載
を
希
望
し
な
い
場
合
は
、
届
出
時
に
係
へ
お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市
内
在
住
で
出
生
届
を

他
市
町
村
に
提
出
し
、
子
ど
も
の
出
生
を
「
う
ぶ
ご
え
」
欄
や
新
聞
へ
の
掲
載
を
希
望
す
る
場
合
は
、
市
民
生
活
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

【買取例】【買取例】クボタトラクターL1 4WD 17万円前クボタトラクターL1 4WD 17万円前後後

不用になりました　トラクター・バイク・
トラック　買い取りいたします

お売り下さい（買取専門）お売り下さい（買取専門）お売り下さい（買取専門）お売り下さい（買取専門）

福地オート   阿賀野市野田1066番地2

◎お電話はこちらへ ☎0250-68-4130
車検整備・板金協力店も募集中車検整備・板金協力店も募集中

■掲載料＝ 1 か月 10,000 円／枠　
★長期掲載の場合は、最高 20％の割引があります★

■掲載期間＝月の初めから終わりの 1か月単位
※ 詳しくは、市ホームページ（「阿賀野市バナー
広告」で検索）をご覧ください。
■問い合わせ
　市民協働推進課 広報広聴係（内線 2284）

市ホームページ 市ホームページ バナー広告募集中バナー広告募集中
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バスケットボール教室

　

2
月
28
日
、
水
原
総
合
体
育
館
で
、

新
潟
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
BB
ラ
ビ
ッ
ツ

の
選
手
に
よ
る
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
、
水
原
総
合
体
育
館

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
記
念
し
て
開
催

さ
れ
た
も
の
で
、
市
内
の
小
中
学
生

約
90
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

教
室
で
は
、
パ
ス
や
ド
リ
ブ
ル
な

ど
の
基
礎
を
中
心
に
、
効
果
的
な
練

習
方
法
な
ど
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

　

川
上
和
奏
さ
ん
（
笹
岡
小
3
年
）
は
、

「
プ
ロ
の
シ
ュ
ー
ト
フ
ォ
ー
ム
が
き
れ

い
だ
っ
た
。
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な

げ
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

プロの指導でレベルアップ ! 優
し
い
施
設
に
な
り
ま
し
た

水
原
総
合
体
育
館
・
水
原
公
民
館

　

3
月
1
日
、
老
朽
化
し
て
い
た
水
原
総

合
体
育
館
と
水
原
公
民
館
の
大
規
模
改
修

が
完
了
し
、
利
用
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

水
原
公
民
館
で
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が

新
設
さ
れ
、
足
が
不
自
由
な
人
で
も
施
設
を

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
水
原
総
合
体

育
館
で
は
、
温
水
シ
ャ
ワ
ー
が
設
置
さ
れ

無
料
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ど
ち
ら
の
施
設
に
も
オ
ス
ト
メ

イ
ト
（
人
工
肛
門
等
）
に
対
応
し
た
身
体

障
が
い
者
用
ト
イ
レ
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

3
月
5
日
、
㈲
安
田
興
和
農
事
の
イ

チ
ゴ
ハ
ウ
ス
内
で
、
イ
チ
ゴ
大
福
作
り

教
室
が
行
わ
れ
、
市
内
外
か
ら
親
子
連

れ
な
ど
約
40
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
㈲
安
田
興
和
農
事
と
㈲

さ
さ
か
み
や
ま
び
こ
農
産
の
社
員
の
指

導
の
下
、
ハ
ウ
ス
内
で
取
れ
た
新
鮮
な

イ
チ
ゴ
を
あ
ん
こ
で
包
ん
だ
り
、
大
福

の
皮
を
作
っ
た
り
し
て
、
イ
チ
ゴ
大
福

を
完
成
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

　

母
親
・
弟
と
一
緒
に
新
潟
市
か
ら
訪

れ
た
田
村
藍
ち
ゃ
ん
（
6
歳
）
は
「
お

い
し
い
大
福
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
」

と
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

イ
チ
ゴ
大
福
作
り
教
室

手
作
り
の
味
に
ご
満
悦
！

日
頃
の
練
習
成
果
が
結
実

新
潟
B
チ
ー
ム 

銅
メ
ダ
ル
獲
得

　

2
月
12
日
〜
14
日
、
２
０
１
６
年
第
6

回
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
日
本
冬
季

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ゲ
ー
ム
・
新
潟
が
開
催
さ
れ
、

阿
賀
野
市
の
フ
ロ
ア
ホ
ッ
ケ
ー
チ
ー
ム
が

新
潟
B
チ
ー
ム
で
出
場
。
見
事
、
銅
メ
ダ

ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
知
的
発
達
障
が
い
の
あ
る

人
の
自
立
や
社
会
参
加
を
目
的
に
4
年
に

1
回
開
催
さ
れ
る
も
の
で
、
今
回
の
冬
季
大

会
で
は
7
種
目
の
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

阿
賀
野
市
チ
ー
ム
は
結
成
6
年
目
。
月

2
回
、
京
ヶ
瀬
小
学
校
体
育
館
で
の
練
習

で
培
っ
た
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
武
器
に
、
力
を

出
し
切
っ
て
勝
利
を
つ
か
み
取
り
ま
し
た
。

　

2
月
23
日
、
宝
珠
山
で
市
消
防
本
部

と
新
潟
県
警
察
航
空
隊
の
合
同
に
よ
る

「
積
雪
期
山
岳
遭
難
救
助
訓
練
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
積
雪
の
あ
る
宝
珠
山
山
頂

で
登
山
パ
ー
テ
ィ
ー
が
道
に
迷
い
山
中

で
1
泊
、
翌
朝
1
人
が
動
け
な
く
な
っ

た
と
の
想
定
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
遭
難
者
を
収
容
し
、

市
消
防
本
部
の
敷
地
に
着
陸
。
そ
の
後
、

救
急
車
で
病
院
へ
搬
送
し
ま
し
た
。

　

実
戦
さ
な
が
ら
の
訓
練
に
隊
員
た
ち

は
、
連
携
や
手
順
を
確
認
し
な
が
ら
真

剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

積
雪
期
山
岳
遭
難
救
助
訓
練

春
山
で
の
遭
難
に
備
え
て

多
く
の
人
々
の
善
意
で
改
修

白
鳥
の
慰
霊
碑
改
修
完
成
式

　

約
千
人
か
ら
90
万
円
ほ
ど
の
寄
付
に
よ

り
台
座
を
改
修
し
た
白
鳥
の
慰
霊
碑
の
改

修
完
成
式
が
、
瓢
湖
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
42
年
の
碑
の
建
立
時
に
募
金
活
動

を
行
っ
た
水
原
中
学
校
生
徒
会
会
員
で
構

成
す
る
白
鳥
の
慰
霊
碑
実
行
委
員
会
（
折

笠
道
昭
実
行
委
員
長
）
が
主
催
。
在
新
潟

ロ
シ
ア
連
邦
総
領
事
館
の
イ
ワ
ノ
フ
・
ド

ミ
ト
リ
ー
三
等
書
記
官
や
、
今
回
の
募
金

活
動
を
行
っ
た
水
原
中
学
校
生
徒
会
の
現

役
員
、
瓢
湖
の
白
鳥
を
守
る
会
会
員
な
ど

関
係
者
約
１
０
０
人
が
出
席
し
、
碑
の
除

幕
式
と
寄
付
者
名
簿
を
納
め
た
タ
イ
ム
カ

プ
セ
ル
の
収
納
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

越後桜を楽しむ会 防犯灯寄贈

　

3
月
1
日
、
越
後
桜
を
楽
し
む
会
の

井
岡
英
夫
会
長
と
越
後
桜
酒
造
株
式
会

社（
山
口
町
1
）の
長
昌
幸
社
長
が
来
庁
。

11
月
25
日
、
天
朝
閣
で
約
１
０
０
人
を

迎
え
て
開
催
し
た
「
第
5
回
越
後
桜
を

楽
し
む
会
」
に
お
け
る
参
加
費
の
一
部

を
、
通
学
路
の
安
全
確
保
に
役
立
て
て

ほ
し
い
と
、
防
犯
灯
2
本
を
寄
贈
す
る

目
録
を
市
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　

同
会
の
寄
贈
は
今
回
で
5
回
目
。
市

で
は
、
国
道
４
６
０
号
山
倉
交
差
点
か

ら
福
島
潟
方
面
に
入
っ
た
神
山
小
学

校
近
接
の
県
道
新
潟
・
五
泉
・
間
瀬
線

に
、
本
年
度
、
こ
の
寄
贈
分
と
合
わ
せ

て
防
犯
灯
を
整
備
す
る
予
定
で
す
。

通学路の安全確保に役立てて！ 瓢
湖
に
珍
客
が
訪
問

ツ
ク
シ
ガ
モ
飛
来

　

3
月
11
日
、
環
境
省
の
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類

に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
ツ
ク
シ
ガ
モ
」
が

瓢
湖
に
飛
来
し
ま
し
た
。

　

ツ
ク
シ
ガ
モ
は
、
南
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
イ

ン
ド
、
中
国
東
部
な
ど
に
生
息
す
る
渡
り

鳥
で
す
。
カ
モ
類
の
中
で
も
大
型
で
、
体
長

は
約
60
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
も
な
り
ま
す
。

　

瓢
湖
管
理
事
務
所
に
よ
る
と
、
日
本
で

も
九
州
北
部
に
は
飛
来
す
る
も
の
の
、
東

日
本
に
飛
来
す
る
こ
と
は
珍
し
く
、
瓢
湖

へ
の
飛
来
も
数
年
ぶ
り
と
の
こ
と
で
す
。

改修後の水原公民館 大講堂改修後の水原公民館 大講堂

3月７日、市長を表敬訪問した選手の皆さん3月７日、市長を表敬訪問した選手の皆さん

※ 

「
フ
ロ
ア
ホ
ッ
ケ
ー
」
と
は
…
ス
テ
ィ
ッ
ク
を
用
い
て
、
フ
ェ

ル
ト
製
パ
ッ
ク
を
相
手
ゴ
ー
ル
に
入
れ
て
得
点
を
競
う
室
内
ス

ポ
ー
ツ
。
1
チ
ー
ム
6
人
の
選
手
が
コ
ー
ト
で
競
技
を
行
い
ま
す
。

除幕された白鳥の慰霊碑除幕された白鳥の慰霊碑

左から、井岡会長、左から、井岡会長、長長
おさおさ

社長社長

写真右：千葉チームとの対戦写真右：千葉チームとの対戦



31 平成 28 年 4 月号 30平成 28 年 4 月号

ごずっちょのお出掛け情報やごずっちょのお出掛け情報や

近況をお知らせします近況をお知らせします

ごずっちょ通信ごずっちょ通信

● 

い
わ
し
の
ト
マ
ト
照
り
焼
き
を
マ

マ
に
作
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
8
歳
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

こ
の
前
、
京
ヶ
瀬
保
育
園
に
ご

ず
っ
ち
ょ
が
来
て
く
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
6
歳
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

い
わ
し
の
ト
マ
ト
照
り
焼
き
が
お

い
し
そ
う
で
し
た
。
自
分
で
も

作
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
20
代
・
女
性
）

☆ 

ク
ッ
ク
パ
ッ
ド
に
掲
載
し
て
い
る

「
学
校
給
食
♪ 

納
豆
＆
チ
ー
ズ
入

り
き
り
ざ
い
」も
お
す
す
め
で
す
。

ぜ
ひ
作
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

毎
月
、
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

前
回
の
ク
イ
ズ
の
当
選
は
と
て
も

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
9
歳
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

ご
ず
っ
ち
ょ
が
大
好
き
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
活
躍
を

待
っ
て
ま
す
。　

 

（
60
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

選
挙
講
習
会
に
参
加
し
た
阿
賀
野

高
校
の
生
徒
に
は
、
選
挙
に
関
心

を
持
ち
、
投
票
に
行
っ
て
も
ら
い

た
い
で
す
。　
　

 

（
50
代
・
女
性
）

☆ 

今
年
は
市
長
選
を
は
じ
め
、
多
く

の
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
大
切
な

一
票
を
無
駄
に
し
な
い
よ
う
み
ん

な
で
投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

★ いろいろなところへ
　　　　　　　行ってきたっちょ！
　新潟伊勢丹で行われた、衣・食・住・芸術・
文化など新潟の今を紹介するイベント「NIIGATA
越
え っ

品
ぴ ん

」のオープニングセレモニーに参加してき
たっちょ。県内の友達のキャラクターもたくさ

ん集まって、みんなで会場を盛り上げてきたっ
ちょ。他には、TeNY 住まいるプラザの「スプ
リングフェスタ」、水原保健センター行われた、
シートベルト・チャイルドシート着用の呼び掛
けに参加してきたよ。
　4月も各地のイベントに参加して、阿賀野市
を PRしてくるっちょ！

★ごずっちょグッズを作りませんか
　ごずっちょと一緒に阿賀野市を盛り上げてく
れる企業・団体の皆さん、ごずっちょのデザイ
ンを使って、グッズや商品を製作・販売しませ
んか。グッズや商品は、ごずっちょの Facebook
や市ホームページで紹介します。デザイン使用
料は無料で、売上に応じた手数料等も掛かりま
せん。相談をお待ちしています。

● 

道
路
を
渡
る
と
き
や
運
転
を
す
る

と
き
は
、
注
意
し
よ
う
と
思
い
ま

し
た
。
死
亡
事
故
が
な
く
な
っ
て

ほ
し
い
で
す
。　

 

（
20
代
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

情
報
満
載
で
読
み
応
え
が
あ
り
ま

し
た
。
間
違
い
探
し
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
よ
う
か
な
。 

（
60
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

笹
岡
に
住
ん
で
48
年
に
な
り
ま
す

が
、笹
岡
城
址し

の
記
事
を
読
ん
で
、

ま
だ
知
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
ん

だ
と
つ
く
づ
く
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
60
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

笹
岡
城
址
の
歴
史
が
詳
し
く
書
い

て
あ
っ
て
、
あ
ら
た
め
て
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。　

 

（
70
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

今
月
は
分
か
り
や
す
く
楽
し
め
ま

し
た
。
Ａ
Ｐ
Ｏ
カ
ー
ド
楽
し
み
で

す
。　
　
　
　
　

 

（
20
代
・
女
性
）

☆ 

市
で
は
「
ま
ち
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト

付
与
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。
事
業

の
目
印
は
ミ
コ
ち
ゃ
ん
。
詳
し
く

は
13
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

ご
ず
っ
ち
ょ
か
わ
い
い
で
す
ね
。

ス
キ
ー
は
滑
れ
た
の
か
な
？

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
50
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

共
働
き
家
庭
、
子
ど
も
同
士
の
交

流
の
た
め
に
も
、
子
育
て
支
援
の

充
実
は
い
い
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。　
　
　
　
　

 

（
40
代
・
女
性
）

№46№46
ごずっちょの情報は、Facebook や市ホームページで

も見れるっちょ。

【問い合わせ】

市民協働推進課 市民協働推進係 ☎ 62-2510

ごずっちょ 検索

五
頭
温
泉
郷
に

　
　
　
　

新
た
な
文
化
財

　

開
湯
か
ら
７
０
０
年
近
い
歴
史
を

持
つ
村
杉
温
泉
に
あ
り
、
江
戸
末
期

創
業
と
さ
れ
る
老
舗
温
泉
旅
館
「
環か

ん

翠す

い

楼ろ

う

」。
森
林
に
囲
ま
れ
た
自
然
美

豊
か
な
敷
地
に
は
、
明
治
・
大
正
期

の
ロ
マ
ン
あ
ふ
れ
る
建
造
物
が
連

な
っ
て
い
て
、
こ
の
中
の
一
つ
「
大

正
の
間
」
が
、
こ
の
ほ
ど
国
の
登
録

有
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
の
文
化
審
議
会
が
環
翠
楼
大
正

の
間
を
登
録
有
形
文
化
財
と
す
る
よ

う
、
文
部
科
学
大
臣
に
答
申
し
た
の

は
昨
年
の
11
月
20
日
。
登
録
候
補
と

な
っ
た
こ
と
は
即
日
、
報
道
機
関
各

社
が
伝
え
、
多
く
の
人
が
知
る
と
こ

ろ
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
今
年
の

2
月
25
日
、
官
報
告
示
に
よ
っ
て
登

録
は
正
式
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
市
内
の
登
録
有
形

文
化
財
は
、「
清
廣
館
」
に
次
い
で
2

件
目
に
な
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
「
国
土

の
歴
史
的
景
観
に
寄
与
し
て
い
る
建

造
物
」と
し
て
登
録
さ
れ
た
も
の
で
す
。

◆
希
少
な
和
洋
折
衷
様
式

　

文
化
財
登
録
と
な
っ
た
「
大
正
の

間
」の
完
成
は
、大
正
4（
１
９
１
５
）

年
。
天
井
裏
か
ら
発
見
さ
れ
た
「
大

正
三
年
十
二
月
吉
日
」「
大
正
四
年

八
月
五
日
成
功
」の
2
枚
の
幣へ

い

束そ

く

は
、

上
棟
と
竣

し
ゅ
ん
こ
う工
時
期
を
記
し
、
明
確
な

年
代
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

構
造
は
、
木
造
2
階
建
て
、
瓦
ぶ

き
の
寄よ

せ

棟む

ね

造
づ
く
り

で
、
1
階
に
2
室
、
2

階
に
2
室
の
客
室
棟
と
な
っ
て
い
ま

す
。
各
室
ご
と
に
透
か
し
彫
り
の
板

欄
間
な
ど
、
竹
・
梅
・
亀
・
鶴
を
モ

チ
ー
フ
と
す
る
凝
っ
た
細
工
や
絞
り

の
入
っ
た
床
柱
、
書
院
、
竿さ

お

縁ぶ

ち

天
井

な
ど
、
丁
寧
な
純
和
風
の
内
装
に
仕

上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

反
面
、
建
物
外
部
で
は
、
軒
天
井

を
あ
え
て
洋
風
意
匠
と
す
る
な
ど
、

そ
の
和
洋
折
衷
の
た
た
ず
ま
い
は
風

情
が
あ
り
、
訪
れ
る
人
た
ち
を
往
時

の
空
間
に
誘
い
ま
す
。

◆
名
湯
の
由
来
と
現
在

　

村
杉
温
泉
の
由
来
は
、
建
武
2

（
１
３
３
５
）
年
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

　

足
利
家
武
将
の
荒
木
正
高
が
戦
乱

を
逃
れ
て
諸
国
を
流
浪
。
た
ま
た
ま

こ
の
地
に
足
を
と
ど
め
た
際
、
薬
師

如
来
の
お
告
げ
で
温
泉
を
発
見
し
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
正
高
は
傍
ら

に
薬
師
堂
を
建
立
、
沿
道
に
は
杉
や

松
な
ど
を
植
え
、
さ
ら
に
後
世
に
行

わ
れ
た
杉
の
増
殖
が
地
名
の
由
来
と

も
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

村
杉
温
泉
は
出
湯
温
泉
、
今
板
温

泉
と
共
に
五
頭
温
泉
郷
を
成
し
、
ラ

ジ
ウ
ム
温
泉
の
効
能
と
自
然
美
あ
ふ

れ
る
環
境
に
よ
っ
て
、
古
今
の
著
名

な
文
人
墨ぼ

っ

客か
く

が
訪
れ
る
な
ど
、
全
国

に
そ
の
名
が
知
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
名
湯
ぶ
り
は
現
在
も
変
わ
ら

ず
、五
頭
温
泉
郷
は
、新
潟
県
が
行
っ

た
観
光
地
（
温
泉
地
等
）
満
足
度
調

査
の
第
1
回
調
査
（
平
成
23
年
3
月

発
表
）
の
総
合
満
足
度
で
3
位
、
第

2
回
、
第
3
回
調
査
で
は
、
他
の
温

泉
地
を
抑
え
て
2
回
連
続
1
位
の
栄

誉
を
受
け
て
い
ま
す
。

◆
活
用
と
活
性
化
へ
の
思
い

　

指
定
文
化
財
は
、
厳
密
な
保
存
の

た
め
の
制
度
で
す
が
、
登
録
文
化
財

は
、
事
業
展
開
や
地
域
活
性
化
の
た

め
に
、
文
化
財
を
積
極
的
に
活
用
し

な
が
ら
守
っ
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、

国
が
平
成
8
年
に
定
め
た
制
度
で
す
。

　

環
翠
楼
26
代
目
の
若
旦
那
、
荒
木

風
太
さ
ん
も
、「
登
録
が
正
式
な
も

の
と
な
り
、
ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。

環
翠
楼
に
は
、
ま
だ
可
能
性
あ
る
建

物
が
あ
り
ま
す
の
で
、
さ
ら
な
る
登

録
を
目
指
し
、
保
存
と
活
用
、
そ
し

て
五
頭
温
泉
郷
の
活
性
化
に
努
め
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

環翠楼大正の間環翠楼大正の間

P.N るーちゃんさん

新潟伊勢丹で行われたイベント新潟伊勢丹で行われたイベント

客室客室

2本の幣束2本の幣束



33 平成 28 年 4 月号 32平成 28 年 4 月号

【材料】（4人分）

粉寒天………………………………2g

牛 乳 ………………………………200g

水 …………………………………100g

抹茶……………………………小さじ 1

砂糖……………………………大さじ 3

つぶあん……………………………40g

★ 3月号の正解は次のとおりです。★ ☆ 応 募 の 方 法 な ど ☆

★ 3月号の当選者
・・本間孝子さん　・・P.N ごずっちょばあちゃんさん
・・P.N さぁたそ♪さん　 ・・P.N ちょっぺさん
・・小林あるまさん　・・片山由奈さん
・・P.N 石川美枝さん　・・小林心奈さん
・・ P.N 多湖さん　・・豊岡哲太さん

《応募総数 19 通　19 通正解》
ありがとうございました。

　上の 2つの写真で、5か所だけ違うところがあり

ます。クイズの答えと広報紙への感想や意見を書い

て、郵便番号・住所・氏名・年齢・電話番号を記入

し、はがきか電子メール、ＦＡＸで 4月 15 日（金）

必着で応募ください。ペンネームや匿名での掲載を

希望する人は、その旨をお書きください（氏名も必

ず書いてください）。正解者の中から抽選で 10 人に

ごずっちょグッズをプレゼントします。

送付先：〒 959-2092　阿賀野市役所 広報広聴係

電子メール：shiminkyodo@city.agano.niigata.jp

ＦＡＸ：62-0281

　

 

広
報
あ
が
の 

行

阿
賀
野
市
役
所

9 5 9 2 0 9 2クイズの答え
切り抜いて貼り付けると

簡単です。ホームページ

にも応募用紙があります。

郵便番号・住所

氏名・年齢・電話番号

今月号の感想などをお書
きください。

　今回の賞品はごずっちょボールペンです。さらに 1

名には、ごずっちょペンケースをセットにしてお送り

します。たくさんの応募をお待ちしています。

紙面紙面

　3月 7日～ 13 日、あがのポイントカードを使った健康ラリーポイントイベントが行われました。市内 8か所に端
末が設置され、3か所以上回るとポイントがもらえるというもの。4月以降も開催される予定です。詳しくは、ホー
ムページをご覧ください。【「あがのプラット」で検索】　※左側が実際の写真です。

★今月のプレゼント★

わくわくクッキング♪わくわくクッキング♪わくわくクッキング♪わくわくクッキング♪

抹茶寒天

【作り方】

① 抹茶と砂糖を混ぜ合わせる。

② 鍋に水、①、粉寒天を入れ、火にかけて

よく混ぜながら煮溶かす。沸騰してから 2

分ほど加熱する。

③ 火にかけたまま②に牛乳を加える。

④ 荒熱が取れたら、水に濡らした容器に入

れ、冷蔵庫で冷やし固める。

⑤人数分に切り分け、器に盛りつぶあんを添える。

クックパッド　阿賀野市 検索

シール＆シール＆
ボールペンボールペン
9名9名

シール＆ボーシール＆ボー
ルペン＆ペンルペン＆ペン
ケースセットケースセット

1名1名

クックパッド阿賀野市公式キッチンの 3月の人気レシピは、「学校給

食♪カリフラワーのサラダ」でした。

中
学
生
の
職
場
体
験

　

教
育
関
係
の
機
関
紙
に
載
っ
て

い
た
中
学
生
の
職
場
体
験
に
関
す

る
記
事
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
東
京
都
は
中
学
2
年
生
を
対
象

に
、
3
〜
5
日
程
度
の
職
場
体
験

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
以
前
は
1
〜

2
日
程
度
で
あ
っ
た
た
め
、
体
験
と

い
う
よ
り
は
見
学
と
い
っ
た
取
り
組

み
が
大
半
で
し
た
。
で
は
、
3
〜
5

日
程
度
に
す
る
と
ど
う
な
る
か
と
い

う
と
、
職
場
の
方
も
い
つ

ま
で
も
お
客
さ
ん
扱
い
を

し
て
い
る
暇
は
な
い
た
め
、

日
常
の
様
子
を
見
ざ
る
を

得
な
く
な
り
ま
す
。
生
徒

の
方
も
1
日
な
ら
猫
を
か

ぶ
っ
て
い
ら
れ
ま
す
が
、
長

く
な
る
と
そ
う
は
い
か
な

く
な
り
ま
す
。
体
験
活
動

が
終
わ
っ
た
後
、
生
徒
か

ら
『
工
場
長
さ
ん
の
、
君
た

ち
は
テ
ス
ト
で
80
点
や
90

点
を
目
指
す
か
も
し
れ
な

い
が
、
大
人
は
製
品
を
作

る
と
き
に
常
に
１
０
０
点

満
点
を
目
指
し
て
い
る
ん
だ
と
い
う

話
を
聞
い
て
、
大
人
っ
て
す
ご
い
と

思
っ
た
』
と
い
う
感
想
が
あ
っ
た
り
、

『
親
の
仕
事
を
体
験
し
に
行
っ
た
ら
、

体
が
へ
と
へ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
毎
日
家
族
の
た
め

に
働
い
て
い
て
く
れ
る
親
っ
て
す
ご

い
』と
い
う
感
想
が
あ
っ
た
り
し
ま
す
。

こ
う
い
う
感
想
が
あ
る
だ
け
で
も
意

義
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
日
常

の
生
活
の
中
で
は
、
こ
ん
な
言
葉
な

ど
聞
け
な
い
も
の
で
す
。『
大
人
っ
て

す
ご
い
』『
親
っ
て
す
ご
い
』。
こ
ん
な

言
葉
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
職

場
体
験
事
業
は
す
ご
い
」。

　

阿
賀
野
市
の
中
学
生
も
職
場
体

験
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、「
す
ご
い
」
体
験
を
し
て
ほ

し
い
も
の
で
す
。

越
後
水
原

　

ご
当
地
ソ
ン
グ
の
女
王
と
し
て

知
ら
れ
る
水
森
か
お
り
さ
ん
が
、
新

曲
「
越
後
水
原
」
を
3
月

29
日
に
発
売
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
に
、
阿
賀
野
市

の
観
光
親
善
大
使
を
務
め

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、

3
月
28
日
、
ふ
れ
あ
い
会

館
で
観
光
親
善
大
使
任
命

式
を
行
い
、
新
曲
を
披
露

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
事
前
申
し
込

み
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
予
想
以
上
に
多

く
の
方
か
ら
ご
応
募
い
た

だ
き
驚
い
て
い
ま
す
。
抽

選
に
漏
れ
て
入
場
で
き
な

か
っ
た
方
に
は
大
変
申
し
訳
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
当
日
は
２
０
０
人

の
方
が
来
場
さ
れ
、
水
森
か
お
り
さ

ん
の
新
曲
を
聴
き
、「
感
動
し
ま
し
た
」

な
ど
喜
び
の
声
も
聞
か
れ
、
人
気
の

高
さ
と
歌
の
素
晴
ら
し
さ
を
実
感
し

ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
年
末
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
紅
白

歌
合
戦
に
向
け
、こ
の
曲
が
ヒ
ッ
ト
し
、

当
市
の
観
光
に
大
き
な
効
果
が
生
ま

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

田
中
清
善

● 

今
月
は 

榎
え
の
き 

で
す 

●

「
榎
」
よ
り
「
賀が

慶け
い

」
の
方
が
知
名
度
あ
り

　

榎
は
、
国
道
４
６
０
号
を
新
発
田
方
面

に
向
か
い
、
神
山
駅
に
程
近
い
榎
舟
渡

交
差
点
の
先
、
約
20
ｍ
の
丁
字
路
を
左

折
。
高
田
農
免
農
道
を
1
・
3
㎞
ほ
ど
進

ん
だ
交
差
点
左
手
に
形
成
し
て
い
ま
す
。

　

近
く
の
榎
船
渡
自
治
会
と
よ
く
間
違

わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
笹
神
地
区
で
は

「
榎
」
よ
り
も
、
昔
か
ら
の
呼
称
で
あ
る

「
賀
慶
」
の
方
が
知
名
度
が
あ
り
ま
す
。

秋
の
祭
礼
を
彩
る
樽
神
輿
や
灯
籠

　

地
域
の
鎮
守
「
神し

ん
め
い
し
ゃ

明
社
」、
地
元
の
人

は
こ
の
本
来
の
名
称
で
は
な
く
、「
火ひ

牟む

須す

毘び

神
社
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
神

社
に
は
3
体
の
御
神
体
が
あ
り
、
こ
の

う
ち
「
鎌
掛
け
不
動
」
は
こ
の
地
に
流
れ

て
き
た
不
動
尊
を
鎌
で
引
き
寄
せ
て
神

社
に
祭
っ
た
と
の
い
わ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

以
前
の
神
社
は
ヨ
シ
ぶ
き
屋
根
で
、

今
板
の
神
社
の
古
材
を
も
ら
っ
て
建
立
。

そ
の
後
、
金
属
屋
根
を
か
ぶ
せ
て
守
っ
て

き
ま
し
た
が
、
老
朽
化
の
進
行
や
新
潟
地

震
の
教
訓
か
ら
倒
壊
の
恐
れ
が
あ
っ
た

た
め
、
昭
和
53
年
に
建
て
替
え
ま
し
た
。

　

こ
の
神
社
の
祭
礼
は
春
と
秋
、
4
月

の
第
2
日
曜
と
10
月
の
第
2
月
曜
（
体

秋の祭礼の樽
たる

神
み

輿
こし

屋台（平成 27 年 10 月）

南

西

北

東

榎

育
の
日
）
に
実
施
。
神
社
建
て
替
え
を
機

に
秋
の
祭
礼
で
何
か
や
ら
な
い
か
と
の

機
運
が
高
ま
り
、「
小
さ
な
集
落
で
大
き

な
祭
り
」
を
合
言
葉
に
、
新
発
田
市
の
自

治
会
か
ら
樽
神
輿
を
譲
り
受
け
ま
し
た
。

翌
年
に
は
水
原
地
区
に
倣
っ
て
大
人
・

子
ど
も
用
の
灯
籠
を
神
社
建
立
の
宮
大

工
か
ら
各
2
基
造
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
秋
の
祭
礼
前
日
（
宵
宮
）
の
夜

に
は
青
年
や
子
ど
も
た
ち
が
灯
籠
を
担
い

で
集
落
を
練
り
歩
き
、
当
日
（
本
宮
）
の

昼
間
に
は
樽
神
輿
を
屋
台
に
乗
せ
て
子
ど

も
た
ち
が
祝
儀
を
も
ら
い
な
が
ら
全
世
帯

を
引
い
て
回
り
ま
す
。
終
了
後
に
は
、
焼

き
そ
ば
や
お
や
つ
が
振
る
舞
わ
れ
、
楽
し

み
な
が
ら
神
事
を
後
世
に
伝
え
て
い
ま
す
。

か
つ
て
は
浮ぶ

田た

を
浮
か
せ
て
稲
作
を

　

榎
は
海
抜
0
ｍ
地
帯
で
、
昔
は
3
、
4

年
に
1
度
の
割
合
で
水
害
に
見
舞
わ
れ

て
き
ま
し
た
。
最
近
は
河
川
改
修
に
よ
り

水
害
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
平
成
10

年
8
月
の
新
潟
豪
雨
で
は
、
市
道
が
冠
水

し
、
船
で
避
難
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
榎
北
部
の
水
田
は
、
か
つ
て
腰

の
高
さ
ま
で
泥
水
に
浸
か
る
ほ
ど
の
湿

田
で
し
た
。
ヨ
シ
や
マ
コ
モ
を
積
み
重
ね
、

そ
こ
に
泥
土
を
乗
せ
て
作
っ
た
40
㎝
ほ

ど
の
厚
さ
の
浮
田
を
浮
か
せ
て
稲
作
を

実
施
。
作
業
は
過
酷
を
極
め
て
い
ま
し

た
。
現
在
は
、
平
成
元
年
竣
工
の
耕
地
整

理
に
よ
り
乾
田
化
さ
れ
、
他
の
地
域
と

同
様
に
農
作
業
が
で
き
、
土
壌
が
良
い

の
が
自
慢
の
土
地
と
な
り
ま
し
た
。

　

榎
で
は
現
在
、
環
境
保
全
活
動
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
昔
の
厳
し
い
環

境
下
で
培
わ
れ
た
地
域
の
ま
と
ま
り
や

お
互
い
に
協
力
し
合
う
良
き
伝
統
は
、

今
も
し
っ
か
り
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

（
取
材
協
力
＝
石
山
一
雄
さ
ん
ほ
か
8
人
）

■世帯数 22
■人　口 98

（3月 1日現在）

神山駅から市営バス神山線で
3分～ 14 分（榎センター前下
車）。
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作 . 渡辺 紀子

　

市
内
見
て
歩
記
の
コ
ー
ナ
ー
等
で
紹
介
し
き

れ
な
か
っ
た
写
真
や
出
来
事
を
紹
介
し
ま
す
。

　「ひまちゃん」には、おねえちゃんの「さっちゃん」と いもうと

の「あんりちゃん」がいるんだ。3にんで アニメのキャラクター

になりきって あそんでるの！ さっちゃんとは、たまに けんかす

ることもあるけど なかよしだよ。あんりちゃんのことは いつもか

わいがってあげているんだ。とってもなかよしの 3しまいです♪

松尾 陽
ひ ま り

莉ちゃん（3歳）／押切（パパ学さん・ママ彩さん）

【人の動き】 人口 44,167 人（－ 25） 男 21,373 人（－ 7） 女 22,794 人（－ 18） 世帯数 14,301（＋ 12)

平成 28 年 3 月 1 日現在（　）は前月比　・出生 12 人・死亡 54 人・転入 68 人・転出 51 人

　牛乳販売業を営む五十嵐治さん（日の出町）。

牛乳配達の傍ら、高齢者世帯などへの声掛け

や除雪活動などを行っています。時々、世間

話などの会話がはずみ、高齢者の皆さんから

は「来てもらうのが楽しみ」と喜ばれています。

　私の名前は「プリン」。8

歳のトイプードルだよ。

　飼い主さんの買い物に付

いていくのが大好き。なぜ

なら、大好きな鶏のササミ

を買ってもらえるから !

　家まで我慢できなくて、

車の中で食べちゃうことも

あるんだ。家に買い物袋が置

いてある

と、鶏のサ

サミがあ

るかのぞ

いちゃう

んだよね。

髙野セツ子さん（若葉町）宅の「プリン」ちゃん

　2月24日、JA南部予冷センター（市野山）で、

チューリップの出荷が行われていました。こ

の日は、栽培農家から約 10 種類のチューリッ

プが集荷され、主に首都圏へ出荷されました。

出荷作業は 3月下旬まで続きます。

杏杏
あ ん りあ ん り

莉莉ちゃん（1歳 2か月）ちゃん（1歳 2か月）


